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●問合せ　健康課（にこ♥ふる）☎35‐0156

　

本
市
の
令
和
元
年
〜
５
年
の

自
殺
死
亡
者
数
は
計
１
２
８
人
。

そ
の
背
景
に
は
失
業
や
退
職
に

よ
る
生
活
苦
や
、
孤
独
・
孤
立
、

介
護
や
仕
事
の
悩
み
な
ど
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

複
数
の
要
因
が
連
鎖
す
る
中
で

起
こ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
身
近

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
、
市
で

は
相
談
窓
口
の
設
置
や
周
知
の

ほ
か
、
出
前
講
座
や
講
演
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
加
え

て
、「
誰
も
が
心
地
よ
く
暮
ら

せ
る
温
か
な
地
域
」
を
作
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
で

の
自
殺
予
防
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

住
民
同
士
が
つ
な
が
り
、
困
っ

た
と
き
に
助
け
合
え
る
。
そ
ん

な
地
域
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

特集

●課題１

医療・法律・労働機関や、地域団体など様々
な分野の関係者で構成された「鶴岡市自殺
予防対策ネットワーク会議」では、対策を
協議するとともに、企業や団体への啓発活
動やセミナーの開催に取り組んでいます。

同会議会長　脇
わきやま

山 拓
たく

 さん

●課題２
子供・若者の死亡者数
が徐々に増えている

学生以下の自殺死亡者数が
全国的に増えていて、本市
も同じ状況にあります。

令和５年は自殺死亡率が減
少していますが、コロナ禍
前の水準に戻っていません。

栗
くりはら

原 穂
すいこ

子 さん  佐
さと う

藤 美
み え

恵 さん
事務局長 副理事長

生きやすい地域社会にするために
私たち地域住民が行動を 01

ぼ
ら
ん
た
す

市内陽光町に作った交流場所「楽
らくや

家」を拠
点に活動。こころ元気相談会やこころ元気
サロン、傾聴講座等を開催。こども食堂に
も力を入れ、幅広く自殺予防に取り組んで
いる。自殺対策に取り組む東北４県の民間
団体が集まるフォーラムの事務局も担った。

ぼらんたす

　

地
域
で
暮
ら
す
「
ひ
と
」
の
大
切

な
命
を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
で
暮

ら
す
私
た
ち
が
自
殺
予
防
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ぼ
ら
ん
た
す
で
開
催
し
て
い
る
講
座

や
研
修
会
等
の
参
加
者
を
「
ど
な
た

で
も
」
と
し
て
い
る
の
は
、
福
祉
や

医
療
の
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で

す
。
地
域
の
中
で
、「
い
の
ち
」
と

「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
小
さ
く
少
し

ず
つ
考
え
る
人
が
増
え
る
と
良
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
ぼ
ら
ん
た
す
な
ら
で
は

の
活
動
や
発
信
を
し
な
が
ら
、
お
互

い
に
支
え
合
え
る
地
域
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。「
何
か
し
た
い
け
ど
、

何
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
は
「
知
る
、
学
ぶ
、
考
え

る
」
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲楽家での相談会のイメージ。
　「話をじっくり聴くことを心
　掛けている」と語る。

▲「気軽に気持ちを話せる場所
　であるこども食堂の実施も、
　自殺予防の１つ」と話す。

県や全国と比べて
自殺死亡率が高い

３月は自殺対策強化月間です

R5R1 R2 R3 R4

15

20

25

17.8

24.7
21.6 21.9

19.9

鶴岡市 山形県 全国

R5

本市の現状

※自殺死亡率＝人口10万人あたりの自殺者数。
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佐
さとう

藤 和
かずひろ

広 さん
同振興会健康福祉部長

相談窓口 電話番号 受付時間

こころの健康相談統一ダイヤル（★） 0570‐064‐556 月曜～金曜日午前９時～正午、午後１時～５時・６
時30分～10時

心の健康相談ダイヤル（★） 023‐631‐7060 月曜～金曜日午前９時～正午、午後１時～５時

よりそいホットライン 0120‐279‐338 24時間年中無休

山形いのちの電話 023‐645‐4343 午後１時～10時

健康課（にこ♥ふる） 35‐0156 月曜～金曜日午前８時30分～午後５時15分

▽  厚生労働省「まもろうよ こころ」
　 電話・ＳＮＳなど
　様々な相談窓口を紹介

▽  にこ♥ふるで毎週金曜日に開催
　「こころの健康相談」（要予約）
　 ３月の日程は本紙15ページに記載

【ＬＩＮＥによる相談窓口】

【電話による相談窓口】

友だち登録

▽  こころの健康相談＠山形
　（ＬＩＮＥ相談）
　午後６時30分～10時

【その他の相談窓口】

★…３月１日○土～７日○金は午前９時～午後５時

できることから行動しましょう

気付き…変化に気付いて声を掛ける

傾聴…相手の気持ちを尊重し、耳を傾ける

つなぎ…専門家に相談するよう促す

見守り…温かく寄り添い、見守る

子供たちが地域の誰にでも
こころのＳОＳを出せるように

上
郷
地
区
自
治
振
興
会

　

子
供
た
ち
が
悩
み
や
不
安
を
抱
え

た
と
き
に
身
近
に
い
る
大
人
に
相
談

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地

域
の
大
人
た
ち
が
Ｓ
О
Ｓ
を
キ
ャ
ッ

チ
で
き
る
よ
う
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
子
供
た
ち
と
日
頃
か
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
登
下
校
の
と
き
の
挨
拶
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
一
緒
に
過
ご
す

時
間
、
温
か
な
雰
囲
気
で
そ
ば
に
い

る
こ
と
。
そ
ん
な
「
子
供
た
ち
と
の

つ
な
が
り
」
を
大
人
が
意
識
す
る
。

そ
れ
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
が
頼
っ
て
く
れ
た
と
き

は
、
話
を
聴
い
て
、
共
感
し
、
受
け

止
め
た
い
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
る
大
人
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲地区住民と生活支援コーディネ
　ーターで研修会を振り返り、大
　人ができることを話し合った。

▲研修会には約40人が参加。「あ
　れはＳОＳのサインだったのか
　も」と気付いた保護者もいた。

上郷地区自治振興会

市では上郷小学校の５年・６年
生を対象に「ＳОＳの出し方・
受け止め方講座」を開催。これ
を受け、保護者や地域住民たち
もSОSの受け止め方を学ぶた
めに研修会を行った。

02

どんな悩みでも
大丈夫です！
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　他の市区町村から本市に引っ越した方は、住み始め
た日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転出証明書（書面で
　発行された方）
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カード（外国籍の方）
・ 前に住んでいた市区町村で発行された後期高齢者医
療負担区分等証明書（県外から転入した方）
・前に住んでいた市区町村で発行された介護保険被保
　険者証（住所地特例施設に入所する方）

転入したとき

　転居した日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カード（外国籍の方）
・ 国民健康保険または後期高齢者医療に加入してい る
方は、保険証・資格確認書・資格情報のお知らせの
いずれか
・介護保険被保険者証（お持ちの方）　

市内で転居したとき

　本市から他の市区町村へ引っ越す場合、転出予定日
の14日前から手続きができます。
▼必要なもの
・ 国民健康保険または後期高齢者医療に加入してい る
方は、保険証・資格確認書・資格情報のお知らせの
いずれか
・介護保険被保険者証（お持ちの方）　
※ 引っ越した日から14日以内に、新住所地の役所の
窓口で転入手続きをしてください。
※マイナンバーカード及びスマートフォ
　ン等をお持ちの方は、オンラインで転
　出届の届出・転入予約ができます。

転出するとき

　以下に該当する方は、異動届に伴う手続きが必要で
す。忘れずに行ってください。

対象者 問合せ
国民健康保険または後期高齢者
医療に加入している 本所国保年金課

☎35‐1292福祉医療証（○身・○子・○親）を持
っている

 国民年金に加入している 本所国保年金課
☎35‐1294

介護保険被保険者証を持っている 本所長寿介護課
☎35‐1289

障害者手帳、自立支援医療受給者
証、障害福祉サービス受給者証を
持っている（転出するときは不要） 本所福祉課

☎35‐1273
特別障害者手当、障害児福祉手
当を受給している

児童手当または特別児童扶養手
当を受給している

子育て推進課
（にこ♥ふる）
☎26‐0176

児童扶養手当を受給している
こども家庭センター
（にこ♥ふる）
☎26‐7043

犬を飼っている
（転出するときは不要）

健康課（にこ♥ふる）
☎35‐0146

※各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます。
※小・中学生の住所が変わる場合は、事前に学校及び
　学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4865に連絡の上、
　手続きをしてください。

■■問本所市民課☎35‐1197または各地域庁舎市民福祉課へ

転入・転出の手続きを忘れずに！

　進学・就職・転勤などで住所が変わる方は、
住民異動届（転入・転居・転出）の手続きが必
要です。手続きの際は、来庁する方の本人確認
書類（マイナンバーカードまたは運転免許証等）
をお持ちください。

月 火 水 木 金

3/24 3/25 3/26 3/27 3/28
3/31 4/1 4/2 4/3 4/4

市役所本所市民課の窓口を
平日時間延長・休日開設します

■■問本所市民課☎35‐1197
　住所変更等の手続きが集中する３月下旬～４月
上旬に、本所市民課の窓口を平日時間延長・休日
開設します。取扱い業務は次のとおりです。

▽住民異動届（転入・転居・転出等）

▽印鑑登録

▽  証明書の交付（住民票の写し・戸籍全部〈個人〉
事項証明書・所得課税証明書等）
※広域交付による証明書の交付、海外からの転入
　の届出はできません。ご注意ください。

▼平日時間延長・休日開設日
土 日
3/22 閉庁
3/29 閉庁
4/5

■■時平日時間延長…午後６時30分まで
　休日開設　　…午前９時～午後４時

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

マイナポータル
サイト
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■■問消費喚起クーポン券事務室（職員研修会館内）☎26‐9775　■■事業担当　本所商工課

３月下旬までに、世帯の人数分をまとめて送ります

お得な「第３回消費喚起クーポン券」をご利用ください

■送付対象者
　   令和６年12月20日時点で本市に住民登録がある
方（同日時点で母子健康手帳をお持ちの妊婦の方
には追加配布します）
■クーポン券の内容
　１人につき2,000円分の紙版クーポン券
　（全店共通券500円×２枚　飲食券500円×２枚）

　
■利用方法
　 支払い1,000円ごとに１枚（500円分）の利用が
可能
　※ 1,000円未満の支払いには使用できません。

　※家族の分を合わせて使用することもできます。
　※飲食券は、飲食店のテイクアウト（パン・菓子
　　を製造販売する店舗を含む）でも使用できます。
■利用期間
　３月31日○月～５月31日○土
　※利用期間になってもクーポン券が自宅に届かな
　　い場合は、鶴岡郵便局☎0570‐943‐241にご
　　連絡ください。
■利用できる店舗
　 市内の中小・小規模事業者の店舗（大手チェーン
店、コンビニ、ドラッグストア等は対象外）
　※ 参加店舗の一覧（１月22日時点）をクーポン
券と一緒に送付します。

　※参加店舗にはポスターを掲示します。
　※最新の情報はHPで確認できます。

▲ ▲ ▲

　物価高騰等の影響を受けている市内の中小・小規模事業者の支援を目的に、市民に「消費喚起クーポン券」
を送付します。ぜひご利用ください。

◆対象
　 市内に居住し、公共交通機関の通学定期券を利用
して通学する高校生または致道館中学生

◆支援内容
　 ＪＲ東日本または庄内交通㈱等が発行する定期券
購入費用の内、月額5,000円を超える額

◆ 申請に必要なもの
　・使い終わった定期券またはＩＣカード内容控え　
　　の写し
　 ※使い終わった定期券等は更新時に回収されるた
　　め、あらかじめコピーを取っておいてください。

　・学生証の写し
　・振込口座が確認できる通帳等
◆ 申請期間
　 定期券の有効期限が終了した日～有効期限が属す
る年度の３月31日
　 ※ 令和６年度分の申請期限は令和７年３月31日
○月です。忘れずに申請してください。

◆ 申請者・申請方法
 　 申請は保護者が行います。マイナンバーカードを
お持ちの方は、市ラインで申請できます
　　　　　　　　　　詳しくは市HP

▲ ▲ ▲

■■問本所地域振興課☎35‐1191または各地域庁舎総務企画課へ

手続きがデジタル化され、来庁しなくても申請できます

高校生・致道館中学生の通学費を支援します！

令
和
７
年
度
水
質
検
査
計
画
を

公
表
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
に
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目
・

頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
る

方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23

‐
７
７
３
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内

火
災
・
救
急
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
火
災
件
数
、
損
害
額
、
死
者
・
負
傷
者
数

総
出
火
件
数
30
件
（
対
前
年
比 

12
件
減
）

※
内
、
建
物
火
災
23
件
。

損
害
額

３
、４
６
９
万
円
（
対
前
年
比

２
、２
２
８
万
円
減
）

死
者
数

１
人
（
対
前
年
比 

１
人
増
）

負
傷
者
数

２
人
（
対
前
年
比 

４
人
減
）

▼
出
火
原
因　

▽
電
灯
・
電
話
等
の
配
線
…

４
件　

▽
た
き
火
…
３
件　

▽
ス
ト
ー
ブ
、

煙
突
・
煙
道
…
各
２
件　

▽
こ
ん
ろ
、
放
火

…
各
１
件　

▽
そ
の
他
（
落
雷
、
枯
草
焼
き

等
）
…
10
件　

▽
不
明
・
調
査
中
…
８
件

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
17
・
２
件

救
急
出
動
件
数
６
、２
８
６
件
（
対
前
年
比

１
１
８
件
減
）

救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
数

５
、４
１
９
人
（
対
前
年
比

３
０
５
人
減
）

▼
救
急
種
別　

▽
急
病
…
４
、
３
７
７
件　

▽
一
般
負
傷
…
９
０
２
件　

▽
転
院
搬
送
…

市
政
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　他の市区町村から本市に引っ越した方は、住み始め
た日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・前に住んでいた市区町村からの転出証明書（書面で
　発行された方）
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カード（外国籍の方）
・ 前に住んでいた市区町村で発行された後期高齢者医
療負担区分等証明書（県外から転入した方）
・前に住んでいた市区町村で発行された介護保険被保
　険者証（住所地特例施設に入所する方）

転入したとき

　転居した日から14日以内に手続きをしてください。
▼必要なもの
・マイナンバーカード（お持ちの方）
・住民基本台帳カード（お持ちの方）
・在留カード（外国籍の方）
・ 国民健康保険または後期高齢者医療に加入してい る
方は、保険証・資格確認書・資格情報のお知らせの
いずれか
・介護保険被保険者証（お持ちの方）　

市内で転居したとき

　本市から他の市区町村へ引っ越す場合、転出予定日
の14日前から手続きができます。
▼必要なもの
・ 国民健康保険または後期高齢者医療に加入してい る
方は、保険証・資格確認書・資格情報のお知らせの
いずれか
・介護保険被保険者証（お持ちの方）　
※ 引っ越した日から14日以内に、新住所地の役所の
窓口で転入手続きをしてください。
※マイナンバーカード及びスマートフォ
　ン等をお持ちの方は、オンラインで転
　出届の届出・転入予約ができます。

転出するとき

　以下に該当する方は、異動届に伴う手続きが必要で
す。忘れずに行ってください。

対象者 問合せ
国民健康保険または後期高齢者
医療に加入している 本所国保年金課

☎35‐1292福祉医療証（○身・○子・○親）を持
っている

 国民年金に加入している 本所国保年金課
☎35‐1294

介護保険被保険者証を持っている 本所長寿介護課
☎35‐1289

障害者手帳、自立支援医療受給者
証、障害福祉サービス受給者証を
持っている（転出するときは不要） 本所福祉課

☎35‐1273
特別障害者手当、障害児福祉手
当を受給している

児童手当または特別児童扶養手
当を受給している

子育て推進課
（にこ♥ふる）
☎26‐0176

児童扶養手当を受給している
こども家庭センター
（にこ♥ふる）
☎26‐7043

犬を飼っている
（転出するときは不要）

健康課（にこ♥ふる）
☎35‐0146

※各地域庁舎市民福祉課でも手続きができます。
※小・中学生の住所が変わる場合は、事前に学校及び
　学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4865に連絡の上、
　手続きをしてください。

■■問本所市民課☎35‐1197または各地域庁舎市民福祉課へ

転入・転出の手続きを忘れずに！

　進学・就職・転勤などで住所が変わる方は、
住民異動届（転入・転居・転出）の手続きが必
要です。手続きの際は、来庁する方の本人確認
書類（マイナンバーカードまたは運転免許証等）
をお持ちください。

月 火 水 木 金

3/24 3/25 3/26 3/27 3/28
3/31 4/1 4/2 4/3 4/4

市役所本所市民課の窓口を
平日時間延長・休日開設します

■■問本所市民課☎35‐1197
　住所変更等の手続きが集中する３月下旬～４月
上旬に、本所市民課の窓口を平日時間延長・休日
開設します。取扱い業務は次のとおりです。

▽住民異動届（転入・転居・転出等）

▽印鑑登録

▽  証明書の交付（住民票の写し・戸籍全部〈個人〉
事項証明書・所得課税証明書等）
※広域交付による証明書の交付、海外からの転入
　の届出はできません。ご注意ください。

▼平日時間延長・休日開設日
土 日
3/22 閉庁
3/29 閉庁
4/5

■■時平日時間延長…午後６時30分まで
　休日開設　　…午前９時～午後４時

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

マイナポータル
サイト
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■■問消費喚起クーポン券事務室（職員研修会館内）☎26‐9775　■■事業担当　本所商工課

３月下旬までに、世帯の人数分をまとめて送ります

お得な「第３回消費喚起クーポン券」をご利用ください

■送付対象者
　   令和６年12月20日時点で本市に住民登録がある
方（同日時点で母子健康手帳をお持ちの妊婦の方
には追加配布します）
■クーポン券の内容
　１人につき2,000円分の紙版クーポン券
　（全店共通券500円×２枚　飲食券500円×２枚）

　
■利用方法
　 支払い1,000円ごとに１枚（500円分）の利用が
可能
　※ 1,000円未満の支払いには使用できません。

　※家族の分を合わせて使用することもできます。
　※飲食券は、飲食店のテイクアウト（パン・菓子
　　を製造販売する店舗を含む）でも使用できます。
■利用期間
　３月31日○月～５月31日○土
　※利用期間になってもクーポン券が自宅に届かな
　　い場合は、鶴岡郵便局☎0570‐943‐241にご
　　連絡ください。
■利用できる店舗
　 市内の中小・小規模事業者の店舗（大手チェーン
店、コンビニ、ドラッグストア等は対象外）
　※ 参加店舗の一覧（１月22日時点）をクーポン
券と一緒に送付します。

　※参加店舗にはポスターを掲示します。
　※最新の情報はHPで確認できます。

▲ ▲ ▲

　物価高騰等の影響を受けている市内の中小・小規模事業者の支援を目的に、市民に「消費喚起クーポン券」
を送付します。ぜひご利用ください。

◆対象
　 市内に居住し、公共交通機関の通学定期券を利用
して通学する高校生または致道館中学生
◆支援内容
　 ＪＲ東日本または庄内交通㈱等が発行する定期券
購入費用の内、月額5,000円を超える額
◆ 申請に必要なもの
　・使い終わった定期券またはＩＣカード内容控え　
　　の写し
　 ※使い終わった定期券等は更新時に回収されるた
　　め、あらかじめコピーを取っておいてください。

　・学生証の写し
　・振込口座が確認できる通帳等
◆ 申請期間
　 定期券の有効期限が終了した日～有効期限が属す
る年度の３月31日
　 ※ 令和６年度分の申請期限は令和７年３月31日
○月です。忘れずに申請してください。

◆ 申請者・申請方法
 　 申請は保護者が行います。マイナンバーカードを
お持ちの方は、市ラインで申請できます
　　　　　　　　　　詳しくは市HP

▲ ▲ ▲

■■問本所地域振興課☎35‐1191または各地域庁舎総務企画課へ

手続きがデジタル化され、来庁しなくても申請できます

高校生・致道館中学生の通学費を支援します！

令
和
７
年
度
水
質
検
査
計
画
を

公
表
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
に
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
水
質
検
査
の
方
針
、
検
査
項
目
・

頻
度
、
採
水
場
所
等
を
定
め
た
同
計
画
を
市

HP
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
る

方
は
、
上
下
水
道
部
水
道
課
☎
23

‐
７
７
３
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
鶴
岡
市
消
防
本
部
管
内

火
災
・
救
急
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▼
火
災
件
数
、
損
害
額
、
死
者
・
負
傷
者
数

総
出
火
件
数
30
件
（
対
前
年
比 

12
件
減
）

※
内
、
建
物
火
災
23
件
。

損
害
額

３
、４
６
９
万
円
（
対
前
年
比

２
、２
２
８
万
円
減
）

死
者
数

１
人
（
対
前
年
比 

１
人
増
）

負
傷
者
数

２
人
（
対
前
年
比 

４
人
減
）

▼
出
火
原
因　

▽
電
灯
・
電
話
等
の
配
線
…

４
件　

▽
た
き
火
…
３
件　

▽
ス
ト
ー
ブ
、

煙
突
・
煙
道
…
各
２
件　

▽
こ
ん
ろ
、
放
火

…
各
１
件　

▽
そ
の
他
（
落
雷
、
枯
草
焼
き

等
）
…
10
件　

▽
不
明
・
調
査
中
…
８
件

▼
救
急
出
動
件
数
は
１
日
平
均
17
・
２
件

救
急
出
動
件
数
６
、２
８
６
件
（
対
前
年
比

１
１
８
件
減
）

救
急
車
で
搬
送

さ
れ
た
人
数

５
、４
１
９
人
（
対
前
年
比

３
０
５
人
減
）

▼
救
急
種
別　

▽
急
病
…
４
、
３
７
７
件　

▽
一
般
負
傷
…
９
０
２
件　

▽
転
院
搬
送
…

市
政



6■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

や
す
た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付

特
例
や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

▼
共
通　

■■持
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
身

分
証
明
書　

■■申
14
日
以
内
に
（
☆
は
速
や
か

に
）
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、

本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他

市
HP最

終
申
請
期
限
は
３
月
31
日
○月
必
着

児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
う
申
請
受
付

　

令
和
６
年
10
月
に
制
度
が
改
正
さ
れ
、
支

給
対
象
者
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請
期

限
を
過
ぎ
る
と
、
６
年
10
月
分
か
ら
の
手
当

が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
申
請
が
必
要

で
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
早
目
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■■対
高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
が
い
る
世
帯
等　
　

■■問
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐

０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ　

■■他
市
ＨHP　

引
っ
越
し
時
の
ご
み
の
処
分
は

計
画
的
に
！

▼
引
っ
越
し
等
に
伴
い
、
大
量
の
ご
み
が
発

生
す
る
場
合　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
満
杯

に
な
ら
な
い
よ
う
、
数
回
に
分
け
て
出
し
て

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る　

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

④
生
活
保
護

等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い　

■■
助
成
額　

通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛

か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
い
ず
れ
か
低
い

方
の
額　

■■申
３
月
31
日
○月
ま
で
申
請
書
・
通

院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用

し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
７
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

・
福
祉
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

　

対
象
者
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な
か
っ
た
方
や
紛
失

し
た
方
等
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級　

②
療
育
手
帳
Ａ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級　

■■問
本

所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を
！

▼
会
社
員
（
被
用
者
年
金
加
入
者
）
と
そ
の

配
偶
者　

▽
被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き

▽
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡
一
時

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
あ

り
）、
国
外
転
出
や
受
け
取
る
年
金
額
を
増

５
２
０
件　

▽
交
通
事
故
…
２
７
４
件

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

荘
内
看
護
専
門
学
校

新
校
舎
市
民
内
覧
会
を
開
催

■■日
４
月
12
日
○土
午
後
１
時
・
３
時　

■■対
市
内

在
住
の
方
各
回
先
着
50
人（
１
人
１
回
限
り
）　

■■場
・
■■申
３
月
４
日
○火
〜
４
月
７
日
○月
に
２
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。

ＨHP
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

福
祉
・
年
金

生
活
・
そ
の
他

く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
や
一
度
に
大
量
の
ご

み
を
処
分
し
た
い
場
合
は
、
各
ご
み
処
理
施

設
に
自
分
で
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
等
の
処
分

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ

ト
レ
ス
等
、
市
で
取
り
扱
わ
な
い
ご
み
の
処

分
は
、
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４

８　

■■他
市
HP

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

申
告
書
を
送
付
し
ま
す

　

次
の
対
象
区
域
内
に
土
地
を
所
有
す
る
方

に
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
同
負
担
金
申

告
書
を
４
月
中
に
送
付
予
定
で
す
。

■■
対
象
区
域　

荒
井
京
田
、
覚
岸
寺
、
北
京

田
、
高
田
、
西
京
田
、
林
崎
、
福
田
、
中
楯

の
各
一
部　

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25

‐
５
８
６
０

集
落
排
水
事
業
分
担
金
申
告
書

を
送
付
し
ま
す

　

次
の
対
象
区
域
内
に
家
屋
を
所
有
し
公
共

汚
水
ま
す
を
設
置
し
た
方
に
、
令
和
７
年
度

か
ら
新
た
に
集
落
排
水
事
業
分
担
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

同
分
担
金
申
告
書
を
４
月
中
に
送
付
予
定
で

す
。

■■
対
象
区
域　

中
清
水
、
下
清
水
の
一
部

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

子
育
て
・
教
育
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令
和
７
年
度
水
道
メ
ー
タ
ー　

取
替
え
の
予
定
時
期
と
地
区

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
限
は
、
法
律
で

８
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
定
期
的

に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
え
で

の
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■
実
施
予
定
時
期　

４
月
〜
12
月　

■■
実
施

予
定
地
区　

左
の
表
の
と
お
り

地
域

実
施
予
定
地
区

鶴
岡

文
園
町
、
昭
和
町
、
東
新
斎
町
、
美

原
町
、
末
広
町
、
文
下
、
大
塚
町
、
寿
、

湯
田
川
、
藤
沢
、
岡
山
、
高
田
、
北

京
田
、
福
田
、
豊
田
、
安
丹
、
中
野

京
田
、
平
京
田
、
西
京
田
、
中
京
田
、

関
根
、
坂
野
下
、
東
目
、
西
目
、
三
瀬
、

小
波
渡
、
堅
苔
沢
、
水
無
、
菱
津

藤
島

上
町
、
下
中
野
目
、
古
郡
、
大
川
渡
、

豊
栄
、
上
新
田
、
温
泉

羽
黒

玉
川
清
水
、
大
口
、
市
野
山
、
増
川

新
田
、野
荒
町
、十
文
字
、今
野
東
山
、

亀
井
町
、
池
ノ
仲

櫛
引

黒
川
上
、
宮
ノ
下
、
黒
川
中
、
宝
谷
、

桃
平

朝
日

名
川

温
海

温
海
、
木
野
俣
、
温
海
川

■■問
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

７
６
０
９　

■■他
予
定
地
区
以
外
で
も
取
替
え

を
実
施
す
る
場
合
あ
り

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■■日
・
■■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃　

４

月
６
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区　

13
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区　

20
日
○日
…
第
四
・
第
六

#85

　

1
月
21
日
、
市
長
室
に
そ
の
電
話
は
か

か
っ
て
き
た
。
午
前
10
時
30
分
、
約
束
ど

お
り
だ
。受
話
器
か
ら「
採
択
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。国
の

「
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
」の

採
択
が
決
ま
っ
た
の
だ
。
5
年
間
で
総
事

業
費
約
22
億
円
、
そ
の
内
国
か
ら
の
交
付

金
約
14
億
円
の
大
型
交
付
金
だ
。
そ
れ
ま

で
採
択
さ
れ
た
13
件
は
い
ず
れ
も
県
や
政

令
指
定
都
市
、
中
核
市
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
本
市
の
よ
う
な
規
模
の
自
治
体
が
採

択
さ
れ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
。

 

「
鶴
岡
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
計
画
」。
そ
の
申
請
に
向
け
て
鶴
岡

市
役
所
の
企
画
部
が
動
き
出
し
た
の
は
昨

年
の
5
月
だ
っ
た
。
長
い
時
間
を
か
け
て
、

粘
り
強
く
そ
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
た

の
は
上
野
企
画
部
長
、
齋
藤
政
策
企
画
課

長
の
幹
部
職
員
と
と
も
に
、
若
手
職
員
コ

ン
ビ
、
大
滝
さ
ん
と
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら

本
市
に
出
向
し
、
政
策
企
画
課
で
働
い
て

い
る
藤
原
さ
ん
だ
っ
た
。

　

山
大
農
学
部
と
慶
應
先
端
研
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
た
若
手
職
員
の
奮
闘
の

お
か
げ
で
、
審
査
員
が
明
か
さ
れ
な
い
ま

ま
行
わ
れ
た
現
地
評
価
な
ど
、
厳
正
な
審

査
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
い

け
る
の
で
は
」
と
の
期
待
は
高
か
っ
た
が
、

電
話
の
儀
式
が
終
わ
り
、
採
択
が
決
定
、

ほ
っ
と
一
息
を
つ
い
た
。

　

2
月
3
日
、
年
初
か
ら
新
年
会
へ
の
出

席
と
並
行
し
て
続
い
て
い
た
新
年
度
予
算

案
の
取
り
ま
と
め
作
業
が
終
わ
っ
た
。
一

連
の
予
算
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
査
定
を
通
じ

て
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
だ
っ
た
。
こ
の
事
業

は
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
。
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
。
常
に
自
問
自
答
す
る
こ

と
で
組
織
は
強
く
な
る
。

　

国
の
水
田
政
策
、
い
わ
ゆ
る
5
年
水
張

ル
ー
ル
に
も
、
何
の
た
め
に
、
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
批
判
、
反
対
の

声
が
根
強
か
っ
た
。
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
と
い
う
農
林
水
産
省
の
制
度
は
、

水
田
に
着
目
し
た
制
度
な
の
で
、
水
田
で

あ
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
当
該
農
地
に

5
年
に
1
回
水
を
張
る
こ
と
を
求
め
て
い

た
。
本
市
の
中
山
間
地
の
代
表
的
な
作
物

で
あ
る
そ
ば
な
ど
で
は
、
水
は
け
を
良
く

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
5
年
に
1
回

水
を
張
る
こ
と
は
、作
付
け
・
営
農
の
断
念

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
現
場
か
ら
は
見

直
し
を
求
め
る
声
が
強
く
上
が
っ
て
い
た
。

　

2
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
鶴
岡
市
農
業

振
興
協
議
会
で
は
、
東
北
農
政
局
の
担
当

者
か
ら
、
令
和
9
年
度
か
ら
の
水
田
政
策

を
抜
本
的
に
見
直
す
検
討
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。
令
和
7

年
度
、
８
年
度
の
対
応
と
し
て
も
、
連
作

障
害
を
回
避
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
土

壌
改
良
資
材
の
散
布
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

水
張
し
な
く
と
も
交
付
対
象
と
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

 

「
私
は
、
常
々
、
地
方
創
生
の
本
丸
は
、

食
・
農
業
だ
と
捉
え
て
ま
い
り
ま
し
た
」

と
、
現
地
評
価
の
際
に
伝
え
た
。
採
択
さ

れ
た
「
鶴
岡
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
計
画
」は
、山
形
大
学
、慶
應
義

塾
の
国
立
、
私
立
の
枠
を
超
え
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
再
編
を
伴
う
も
の
だ
。
計
画
を
実

行
し
、
食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡
に
、
新
た

な
食
・
食
関
連
産
業
を
創
出
し
、
雇
用
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
地
方
創
生
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
地
方

創
生
の
新
た
な
展
開
の
姿
を
示
し
て
い
く
。

学
区　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

３
月
30
日
○日
…

西
郷
地
区　

４
月
６
日
○日
…
斎
・
京
田
・
栄

・
大
泉
・
上
郷
・
三
瀬
地
区　

13
日
○日
…
黄

金
・
小
堅
地
区　

20
日
○日
…
湯
田
川
・
田
川

・
湯
野
浜
・
由
良
・

加
茂
地
区　

５
月
11

日
○日
…
大
山
地
区　

■■問
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦

…
廃
棄
物
対
策
課
☎

22
‐
２
８
４
８　

▽

側
溝
清
掃
…
本
所
土

木
課
☎
35
‐
１
４
０

３
降
雨
や
気
温
上
昇
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

融
雪
期
の
雪
崩
に
注
意
!!

　

外
出
の
際
は
、
気
象
情
報
等
に
注
意
し
て

雪
崩
の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
山
の
斜
面
の
雪
割
れ
等
の
前
兆
現
象
や

変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
に

避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０

４
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３
月
11
日
は
「
県
民
防
災
デ
ー

（
防
災
点
検
の
日
）」

　

防
災
対
策
に
お
い
て
大
き
な
教
訓
と
な
っ

た
東
日
本
大
震
災
。
発
生
日
の
３
月
11
日
は

「
県
民
防
災
デ
ー
（
防
災
点
検
の
日
）」
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た

め
に
も
、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助

け
合
う
「
共
助
」
の
仕
組
み
を
確
認
し
、
ご

自
身
や
家
族
、
地
域
、
企
業
・
団
体
そ
れ
ぞ

れ
が
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４
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や
す
た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付

特
例
や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

▼
共
通　

■■持
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
身

分
証
明
書　

■■申
14
日
以
内
に
（
☆
は
速
や
か

に
）
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、

本
所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■■他

市
HP最

終
申
請
期
限
は
３
月
31
日
○月
必
着

児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
う
申
請
受
付

　

令
和
６
年
10
月
に
制
度
が
改
正
さ
れ
、
支

給
対
象
者
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請
期

限
を
過
ぎ
る
と
、
６
年
10
月
分
か
ら
の
手
当

が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
申
請
が
必
要

で
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
早
目
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■■対
高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
が
い
る
世
帯
等　
　

■■問
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
26
‐

０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ　

■■他
市
ＨHP　

引
っ
越
し
時
の
ご
み
の
処
分
は

計
画
的
に
！

▼
引
っ
越
し
等
に
伴
い
、
大
量
の
ご
み
が
発

生
す
る
場
合　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
満
杯

に
な
ら
な
い
よ
う
、
数
回
に
分
け
て
出
し
て

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る　

②
人
工
透

析
療
法
を
受
け
る
た
め
交
通
機
関
（
自
家
用

車
を
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し
て
い
る

③
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

④
生
活
保
護

等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い　

■■
助
成
額　

通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛

か
っ
た
額
と
交
付
基
準
額
の
い
ず
れ
か
低
い

方
の
額　

■■申
３
月
31
日
○月
ま
で
申
請
書
・
通

院
報
告
書
と
領
収
書
（
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用

し
た
方
の
み
）
を
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

令
和
７
年
度
分
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

・
福
祉
給
油
券
を
交
付
し
ま
す

　

対
象
者
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
届
か
な
か
っ
た
方
や
紛
失

し
た
方
等
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■■対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
〜
３
級　

②
療
育
手
帳
Ａ　

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級　

■■問
本

所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を
！

▼
会
社
員
（
被
用
者
年
金
加
入
者
）
と
そ
の

配
偶
者　

▽
被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き

▽
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡
一
時

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
あ

り
）、
国
外
転
出
や
受
け
取
る
年
金
額
を
増

５
２
０
件　

▽
交
通
事
故
…
２
７
４
件

■■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

荘
内
看
護
専
門
学
校

新
校
舎
市
民
内
覧
会
を
開
催

■■日
４
月
12
日
○土
午
後
１
時
・
３
時　

■■対
市
内

在
住
の
方
各
回
先
着
50
人（
１
人
１
回
限
り
）　

■■場
・
■■申
３
月
４
日
○火
〜
４
月
７
日
○月
に
２
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９
へ　

■■他
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。

ＨHP
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
本
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

福
祉
・
年
金

生
活
・
そ
の
他

く
だ
さ
い
。
粗
大
ご
み
や
一
度
に
大
量
の
ご

み
を
処
分
し
た
い
場
合
は
、
各
ご
み
処
理
施

設
に
自
分
で
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
等
の
処
分

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
乾

燥
機
、
エ
ア
コ
ン
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ

ト
レ
ス
等
、
市
で
取
り
扱
わ
な
い
ご
み
の
処

分
は
、
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４

８　

■■他
市
HP

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

申
告
書
を
送
付
し
ま
す

　

次
の
対
象
区
域
内
に
土
地
を
所
有
す
る
方

に
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
新
た
に
公
共
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
同
負
担
金
申

告
書
を
４
月
中
に
送
付
予
定
で
す
。

■■
対
象
区
域　

荒
井
京
田
、
覚
岸
寺
、
北
京

田
、
高
田
、
西
京
田
、
林
崎
、
福
田
、
中
楯

の
各
一
部　

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25

‐
５
８
６
０

集
落
排
水
事
業
分
担
金
申
告
書

を
送
付
し
ま
す

　

次
の
対
象
区
域
内
に
家
屋
を
所
有
し
公
共

汚
水
ま
す
を
設
置
し
た
方
に
、
令
和
７
年
度

か
ら
新
た
に
集
落
排
水
事
業
分
担
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

同
分
担
金
申
告
書
を
４
月
中
に
送
付
予
定
で

す
。

■■
対
象
区
域　

中
清
水
、
下
清
水
の
一
部

■■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

子
育
て
・
教
育
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令
和
７
年
度
水
道
メ
ー
タ
ー　

取
替
え
の
予
定
時
期
と
地
区

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
使
用
期
限
は
、
法
律
で

８
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
定
期
的

に
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取
替
え
で

の
費
用
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■■
実
施
予
定
時
期　

４
月
〜
12
月　

■■
実
施

予
定
地
区　

左
の
表
の
と
お
り

地
域

実
施
予
定
地
区

鶴
岡

文
園
町
、
昭
和
町
、
東
新
斎
町
、
美

原
町
、
末
広
町
、
文
下
、
大
塚
町
、
寿
、

湯
田
川
、
藤
沢
、
岡
山
、
高
田
、
北

京
田
、
福
田
、
豊
田
、
安
丹
、
中
野

京
田
、
平
京
田
、
西
京
田
、
中
京
田
、

関
根
、
坂
野
下
、
東
目
、
西
目
、
三
瀬
、

小
波
渡
、
堅
苔
沢
、
水
無
、
菱
津

藤
島

上
町
、
下
中
野
目
、
古
郡
、
大
川
渡
、

豊
栄
、
上
新
田
、
温
泉

羽
黒

玉
川
清
水
、
大
口
、
市
野
山
、
増
川

新
田
、野
荒
町
、十
文
字
、今
野
東
山
、

亀
井
町
、
池
ノ
仲

櫛
引

黒
川
上
、
宮
ノ
下
、
黒
川
中
、
宝
谷
、

桃
平

朝
日

名
川

温
海

温
海
、
木
野
俣
、
温
海
川

■■問
上
下
水
道
部
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐

７
６
０
９　

■■他
予
定
地
区
以
外
で
も
取
替
え

を
実
施
す
る
場
合
あ
り

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

鶴
岡
地
域
春
の
清
掃
ク
リ
ー
ン
作
戦
＆
側
溝
清
掃

■■日
・
■■場
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦
と
側
溝
清
掃　

４

月
６
日
○日
…
第
二
・
第
三
学
区　

13
日
○日
…

第
一
・
第
五
学
区　

20
日
○日
…
第
四
・
第
六

#85

　

1
月
21
日
、
市
長
室
に
そ
の
電
話
は
か

か
っ
て
き
た
。
午
前
10
時
30
分
、
約
束
ど

お
り
だ
。受
話
器
か
ら「
採
択
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。国
の

「
地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
」の

採
択
が
決
ま
っ
た
の
だ
。
5
年
間
で
総
事

業
費
約
22
億
円
、
そ
の
内
国
か
ら
の
交
付

金
約
14
億
円
の
大
型
交
付
金
だ
。
そ
れ
ま

で
採
択
さ
れ
た
13
件
は
い
ず
れ
も
県
や
政

令
指
定
都
市
、
中
核
市
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
本
市
の
よ
う
な
規
模
の
自
治
体
が
採

択
さ
れ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
だ
っ
た
。

 

「
鶴
岡
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
計
画
」。
そ
の
申
請
に
向
け
て
鶴
岡

市
役
所
の
企
画
部
が
動
き
出
し
た
の
は
昨

年
の
5
月
だ
っ
た
。
長
い
時
間
を
か
け
て
、

粘
り
強
く
そ
の
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
た

の
は
上
野
企
画
部
長
、
齋
藤
政
策
企
画
課

長
の
幹
部
職
員
と
と
も
に
、
若
手
職
員
コ

ン
ビ
、
大
滝
さ
ん
と
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら

本
市
に
出
向
し
、
政
策
企
画
課
で
働
い
て

い
る
藤
原
さ
ん
だ
っ
た
。

　

山
大
農
学
部
と
慶
應
先
端
研
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
た
若
手
職
員
の
奮
闘
の

お
か
げ
で
、
審
査
員
が
明
か
さ
れ
な
い
ま

ま
行
わ
れ
た
現
地
評
価
な
ど
、
厳
正
な
審

査
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
い

け
る
の
で
は
」
と
の
期
待
は
高
か
っ
た
が
、

電
話
の
儀
式
が
終
わ
り
、
採
択
が
決
定
、

ほ
っ
と
一
息
を
つ
い
た
。

　

2
月
3
日
、
年
初
か
ら
新
年
会
へ
の
出

席
と
並
行
し
て
続
い
て
い
た
新
年
度
予
算

案
の
取
り
ま
と
め
作
業
が
終
わ
っ
た
。
一

連
の
予
算
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
査
定
を
通
じ

て
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
だ
っ
た
。
こ
の
事
業

は
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
。
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
。
常
に
自
問
自
答
す
る
こ

と
で
組
織
は
強
く
な
る
。

　

国
の
水
田
政
策
、
い
わ
ゆ
る
5
年
水
張

ル
ー
ル
に
も
、
何
の
た
め
に
、
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
批
判
、
反
対
の

声
が
根
強
か
っ
た
。
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
と
い
う
農
林
水
産
省
の
制
度
は
、

水
田
に
着
目
し
た
制
度
な
の
で
、
水
田
で

あ
る
こ
と
の
証
明
の
た
め
に
当
該
農
地
に

5
年
に
1
回
水
を
張
る
こ
と
を
求
め
て
い

た
。
本
市
の
中
山
間
地
の
代
表
的
な
作
物

で
あ
る
そ
ば
な
ど
で
は
、
水
は
け
を
良
く

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
5
年
に
1
回

水
を
張
る
こ
と
は
、作
付
け
・
営
農
の
断
念

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
現
場
か
ら
は
見

直
し
を
求
め
る
声
が
強
く
上
が
っ
て
い
た
。

　

2
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
鶴
岡
市
農
業

振
興
協
議
会
で
は
、
東
北
農
政
局
の
担
当

者
か
ら
、
令
和
9
年
度
か
ら
の
水
田
政
策

を
抜
本
的
に
見
直
す
検
討
が
本
格
的
に
開

始
さ
れ
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。
令
和
7

年
度
、
８
年
度
の
対
応
と
し
て
も
、
連
作

障
害
を
回
避
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
土

壌
改
良
資
材
の
散
布
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

水
張
し
な
く
と
も
交
付
対
象
と
な
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

 

「
私
は
、
常
々
、
地
方
創
生
の
本
丸
は
、

食
・
農
業
だ
と
捉
え
て
ま
い
り
ま
し
た
」

と
、
現
地
評
価
の
際
に
伝
え
た
。
採
択
さ

れ
た
「
鶴
岡
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
計
画
」は
、山
形
大
学
、慶
應
義

塾
の
国
立
、
私
立
の
枠
を
超
え
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
再
編
を
伴
う
も
の
だ
。
計
画
を
実

行
し
、
食
文
化
創
造
都
市
鶴
岡
に
、
新
た

な
食
・
食
関
連
産
業
を
創
出
し
、
雇
用
を

拡
大
し
て
い
き
た
い
。
地
方
創
生
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
地
方

創
生
の
新
た
な
展
開
の
姿
を
示
し
て
い
く
。

学
区　

▽
ク
リ
ー
ン
作
戦　

３
月
30
日
○日
…

西
郷
地
区　

４
月
６
日
○日
…
斎
・
京
田
・
栄

・
大
泉
・
上
郷
・
三
瀬
地
区　

13
日
○日
…
黄

金
・
小
堅
地
区　

20
日
○日
…
湯
田
川
・
田
川

・
湯
野
浜
・
由
良
・

加
茂
地
区　

５
月
11

日
○日
…
大
山
地
区　

■■問
▽
ク
リ
ー
ン
作
戦

…
廃
棄
物
対
策
課
☎

22
‐
２
８
４
８　

▽

側
溝
清
掃
…
本
所
土

木
課
☎
35
‐
１
４
０

３
降
雨
や
気
温
上
昇
で
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

融
雪
期
の
雪
崩
に
注
意
!!

　

外
出
の
際
は
、
気
象
情
報
等
に
注
意
し
て

雪
崩
の
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
山
の
斜
面
の
雪
割
れ
等
の
前
兆
現
象
や

変
化
に
気
付
い
た
と
き
は
、
安
全
な
場
所
に

避
難
し
、
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０

４
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３
月
11
日
は
「
県
民
防
災
デ
ー

（
防
災
点
検
の
日
）」

　

防
災
対
策
に
お
い
て
大
き
な
教
訓
と
な
っ

た
東
日
本
大
震
災
。
発
生
日
の
３
月
11
日
は

「
県
民
防
災
デ
ー
（
防
災
点
検
の
日
）」
で
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
た

め
に
も
、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助

け
合
う
「
共
助
」
の
仕
組
み
を
確
認
し
、
ご

自
身
や
家
族
、
地
域
、
企
業
・
団
体
そ
れ
ぞ

れ
が
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４
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両スキー場で行われた雪の中のちびっ子宝さがしゲー
ムは、多くの人で大盛り上がり。子供たちは一生懸命
に雪を掘り起こして景品を探し、「あった！」と声が
上がると会場は笑い声に包まれました。櫛引たらの

きだいスキー場では、「来場者サンクスデー」と題し、
山頂リフトツアーやチューブ滑りを楽しむアクティ
ビティ等も開催。「また来たい！」と話す子供もいて、
地元スキー場の魅力が伝わるイベントとなりました。

櫛引たらのきだい・羽黒山スキー場で雪遊び
櫛引｜１.18、２.８

日本海寒鱈まつり・庄内酒まつり鶴岡｜１.19

庄内の冬の味覚、寒鱈
だら

汁を求める人で会場の鶴岡銀座
通りは大にぎわい。ほかにもパン、カレーなど様々な
料理や名産品の販売、クラフト体験等、約60ブース

が並び、各所に行列ができました。同時開催された庄
内酒まつりでは、18の酒蔵と2つのワイナリーが出
店。訪れた人はお酒の飲み比べを楽しんでいました。

羽黒｜２.８
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男性料理教室×親子ふれあい教室

20組が参加し、鶴岡産小麦を使ったチョコレート
ブラウニーを製作。一緒にチョコレートを溶かした
り、生地を混ぜたり、協力しながら楽しんでいました。

鶴岡｜１.25

ふじっ子まつり

子供たちが様々な体験を楽しめるイベント。紙ひこ
うき大会で飛距離を競ったり、グラスサンドアート
や木工クラフトの製作などに挑戦したりしました。

まちづくりワークショップ

若者を中心とした参加者が温海地域の未来について
意見交換。あったら良いと思う施設・サービスなど、
各々の立場や視点から思いを語り合いました。

朝日芸術文化協会「新春のつどい」

地域の芸能団体が、合唱や和太鼓、詩吟など日頃の
活動の成果を発表。参加者は今年の目標などを語り
合いながら、親睦を深めました。

温海｜２.１

鶴岡アートフォーラムでみかん染めが開催

ミカンの皮の煮汁で、スカーフとストールを染色｡
参加者は４種類の媒染液から１つ選び、オレンジや
ベージュなど思い思いの色に仕上げていました。

鶴岡｜１.25

庄内自然史博物展～庄内の自然と生物の多様性～

郷土資料館で、県立博物館が所蔵する地学・植物・動
物の標本等約100点を展示。訪れた人は化石や古地
理図を眺め、地球の歴史の重みを感じていました。

鶴岡｜１.25～３.23

朝日｜２.２

藤島｜２.１



10

鶴
岡
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

鶴
岡
雛
物
語

▼
雛ひ

な

人
形
展
示

▽
荘
内
神
社
「
宝
物
殿
」　

■■日
４
月
３
日

○木
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

▽
致
道
博
物
館
「
御
隠
殿
」　

■■日
４
月
３

日
○木
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■■費
大
人
…
１
、０
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円　

■■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■■他
解

説
ト
ー
ク
（
■■日
３
月
22
日
○土
午
後
２
時
）

あ
り

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

▽
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■■日
３
月
１
日
○土
〜
４

月
１
日
○火　

■■時
松
ヶ
岡
開
墾
記
念
館
（
■■費

３
０
０
円
）
…
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

一
翠
苑
…
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■問
同

開
墾
場
管
理
運
営
協
議
会
☎
64
‐
１
３
３

１▽
旧
風
間
家
住
宅
「
丙
申
堂
」 　　

■■日
３
月

８
日
○土
〜
４
月
３
日
○木
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時　

■■費
５
０
０
円　

■■問
丙
申
堂
☎

22
‐
０
０
１
５

▽
湯
田
川
温
泉
「
旧
白
幡
邸
〈
長
福
寺
集

会
所
〉」　　

■■日
３
月
14
日
○金
〜
４
月
６
日
○日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■■費
高
校
生
以
上

…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

■■問
湯
田
川
温
泉
観
光
協
会
☎
35
‐
４
１
１

１▽
湯
野
浜
温
泉
街　

■■場
游
水
亭
い
さ
ご
や
、

竹
屋
ホ
テ
ル
、
つ
る
み
ス
ト
ア
ー　

■■問
湯

野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐
２
２
５
８

■■他
各
施
設
で
実
施
日
が
異
な
り
ま
す

▽
共
通　

■■他
着
物
で
来
場
し
た

方
は
入
場
料
半
額
。
市
HP

▼
ひ
な
ま
つ
り
特
別
体
験

▽
顔
出
し
看
板
の
設
置　

■■日
４
月
６
日
○日

ま
で　

■■場
致
道
博
物
館
、
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）、
湯
田
川
温

泉
旧
白
幡
邸　

■■他
設
置
期
間
は
各
施
設
に

問
合
せ

▽
お
雛
菓
子
づ
く
り
体
験　

■■日
・
■■場
３
月

２
日
○日
・
９
日
○日
…
致
道
博
物
館　

16
日

○日
・
20
日
○木
…
丙
申
堂　

30
日
○日
…
湯
田

川
温
泉
旧
白
幡
邸　

■■時
午
後
１
時
〜
３
時　

■■費
１
個
５
０
０
円（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

▽
へ
ん
し
ん
！
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま

■■日
・
■■場
３
月
８
日
○土
・
９
日
○日
…
丙
申
堂　

15
日
○土
・
16
日
○日
…
致
道
博
物
館　

■■内
お

雛
様
の
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影　

■■他
各
施

設
で
実
施
時
間
が
異
な
り
ま
す

▽
き
も
の
で
雛
め
ぐ
り　

■■日
３
月
22
日
○土

・
23
日
○日　

■■内
自
宅
に
あ
る
着
物
を
鶴
岡

呉
友
会
の
各
店
舗
で
無
料
で
着
付
け　

■■申

各
日
３
日
前
ま
で
各
店
舗
（
ト
キ
ワ
屋
☎

22
‐
０
４
３
２
、
着
物
の
小
い
け
☎
22
‐

３
２
１
５
、
む
ら
ま
ご
呉
服
店
☎
24
‐
０

３
０
１
、
南
銀
座
池
田
☎
22
‐

０
１
１
６
）
へ　

▼
あ
つ
み
温
泉
ひ
な
ま
つ
り　

■■日
３
月
１

日
○土
〜
31
日
○月　

■■内
旅
館
、
商
店
で
の
雛

人
形
展
示
等　

■■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43

‐
３
５
４
７　

■■他
各
施
設
で
実

施
時
間
が
異
な
り
ま
す

致
道
博
物
館

新
収
蔵
品
展
‐
刀
剣
と
美
術
‐

■■日
４
月
14
日
○月
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分　

■■内
庄
内
藩
士
ゆ
か
り
の
刀
剣
、

書
画
、
陶
磁
器
等
近
年
寄
贈
さ
れ
た
資
料

の
展
示　

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
同
館
☎
22
‐
１

１
９
９　

■■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■■日
３

月
23
日
○日
午
後
２
時
）
あ
り

創
造
の
森
交
流
館

ス
キ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ

■■日
３
月
８
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

（
同
館
集
合
）　

■■定
先
着
20
人　

■■持
昼
食

■■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５　

■■他
用
具
貸
出

し
あ
り
（
要
予
約
）。
貸
靴
の
サ
イ
ズ
は

20
㎝
〜
28
㎝

お
雛
菓
子
と
松
ヶ
岡
紅
茶
の

お
茶
会

■■日
３
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
松
ヶ

岡
本
陣　

■■定
先
着
30
人　

■■内
講
演
、
お
茶

会　

■■師
齋
藤
侑
氏
（
㈲
遠
州
屋
）　

■■費
１
、

０
０
０
円　

■■問
松
ヶ
岡
産
業
㈱
☎
64
‐
１

３
３
１

産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■■日
３
月
９
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15

分　　

■■内
学
校
説
明
会
、
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

個
別
相
談　

■■場
・
■■問
同
校
（
酒
田
市
）
☎

０
２
３
４
‐
31
‐
２
３
０
０

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
３
月
９
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■費
１
皿
１
２
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５災

害
か
ら
命
を
守
ろ
う
！

防
災
・
耐
震
セ
ミ
ナ
ー

　

近
年
、
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
が
激

甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る
た
め
、
日
頃
か

ら
災
害
に
対
し
て
備
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
防
災
意
識
の
更
な
る
向
上
を
目

的
に
、
県
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■■日
３
月
11
日
○火
午
後
２
時　

■■場
山
形
県
防

災
学
習
館
（
三
川
町
）　

■■申
３
月
５
日
○水
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タ
ー
ン
希
望
者
等　

■■問
山
形
県
雇
用
・
産

業
人
材
育
成
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３

２
６
５　

■■他
就
職
相
談
コ
ー
ナ

ー
あ
り

自
由
研
究
の
解
説
展
示

じ
い
じ
と
大
江
と
ウ
サ
ヒ
と
カ
ラ
ス

■■日
３
月
13
日
○木
〜
30
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

■■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

■■内
上
野
龍
明
氏
の
自
由
研
究
４

作
品　

■■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■■日
３
月

13
日
○木
午
後
１
時
30
分
・
22
日
○土
午
前
10

時
、
午
後
2
時
）
あ
り

後
４
時　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■内
月
面
の
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
、
探
査
車
操

縦
体
験
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
展
示
、
グ
ッ
ズ

販
売
等　

■■費
５
０
０
円
（
大
学
生
以
下
無

料
）　

■■問
鶴
岡
ス
ペ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 tsuruokaspacestation
@
gm
ail.com

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

庄
内
就
職
説
明
会

■■日
３
月
22
日
○土
・
23
日
○日
午
後
１
時
〜
４

時
30
分　

■■場
い
ろ
り
火
の
里
（
三
川
町
）　

■■対
来
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
学

生
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
等　

■■内
庄
内
地
域
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
１

１
５
社
に
よ
る
説
明
、
就
職
相
談　　

■■問
庄

内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
☎
66
‐
５

４
８
５　

■■他
条
件
に
よ
り
交
通

費
の
助
成
あ
り

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

加
茂
水
族
館　

音
楽
の
夕
べ

■■日
３
月
23
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

中

本
マ
リ
ト
リ
オ　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、

５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５

０
０
円　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐

３
０
３
６

ミ
ニ
楽
書
教
室

■■日
３
月
26
日
○水
、
4
月
４
日
○金
午
後
２
時　
　

■■定
各
日
10
人　

■■師
岡
部
陽
子
氏　

■■費
１
、

０
０
０
円　

■■場
・
■■申
各
日
１
週
間
前
ま
で

い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

中
央
公
民
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

▼
子
供
向
け　

■■日
３
月
16
日
○日
・
21
日
○金

・
22
日
○土　

■■時
・
■■内
午
前
10
時
…『
は
な

か
っ
ぱ 

花
さ
け
！
パ
ッ
カ
〜
ん 

宇
宙
旅

行
』　

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
…『
ド

ラ
え
も
ん 

宇
宙
の
模
型
』　

■■定
各
回
先
着

60
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

３

歳
以
上
…
１
０
０
円　
　

▼
大
人
向
け　

■■日
・
■■内
３
月
16
日
○日
…『
平

原
綾
香  

い
の
ち
の
星
の
詩 SPEC

IA
L  

ED
ITIO

N

』　

22
日
○土
…『Feel the 

Earth

〜M
usic by 

葉
加
瀬
太
郎
〜
』　

■■時
午
後
３
時　

■■定
各
日
先
着
50
人　

■■費
高

校
生
以
上
…
２
０
０
円　

中
学
生
…
１
０

０
円　

▼
共
通　

■■申
３
月
７
日
○金
か
ら
市
ラ
イ
ン

で　

■■場
・
■■問
同
館
☎
25
‐
１
０

５
０　

■■他
団
体
観
覧
は
要
問
合

せ
道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

春
の
感
謝
祭

■■日
３
月
22
日
○土
・
23
日
○日
午
前
10
時　

■■内

ス
ピ
ー
ド
く
じ（
■■定
各
日
先
着
１
０
０
人
）、

ア
ン
コ
ウ
汁
振
る
舞
い（
各
日
限
定
50
杯
）

等　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

庄
内
か
ら
宇
宙
へ
！

－

月
面
基
地
へ
出
発
！

－

■■日
３
月
20
日
○木
〜
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場
合があります。各担当課や主催者などへのお問
合せ、またはホームページ等でご確認ください。

第１弾　鶴岡市の食文化
　市では現在、新図書館の整備に向けた基本構想の策定を
を進めています。市民の皆さんから図書館を自分の居場所
や交流の場として感じてもらえるよう、図書館本館を会場
に様々な展示やイベントをリレー形式で開催します。
　第１弾は、「鶴岡の食文化」をテーマに、関連書籍の展
示と、鶴岡雛菓子作り体験を行います。本企画限定デザイ
ンの雛菓子が作れます。ぜひご参加ください。

【
書
籍
展
示
】

■■日  

３
月
23
日
○日
ま
で

【
雛
菓
子
作
り
体
験
】

■■日  

３
月
23
日
○日
午
後
２

時
・
２
時
30
分
・
３

時
・
３
時
30
分

■■定
各
回
10
人

■■師  

住
吉
屋
菓
子
舗

■■費
１
個
５
０
０
円

■■申  

２
次
元
コ
ー
ド
で

■■問  

本
所
食
文
化
創
造
都

市
推
進
課
☎
35
‐
１

　

１
８
５

ま
で
や
ま
が
た
ｅ
申
請
ま
た
は
本
所
建
築

課
☎
35
‐
１
４
３
２
へ　

■■他
防
災
ベ
ッ
ド

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
常
時
展
示
。
減
災

対
策
に
関
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い県

内
企
業
１
４
０
社
が
参
加

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会

■■日
３
月
12
日
○水
・
13
日
○木
午
後
１
時
〜
４

時　

■■場
東
京
交
通
会
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）　

■■対
来
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予

定
の
学
生
、
既
卒
３
年
以
内
の
方
、
Ｕ
Ｉ

・・・・・第 2回のテーマは「未来にごみを残さない」です。

図書館リレー企画
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鶴
岡
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

鶴
岡
雛
物
語

▼
雛ひ

な

人
形
展
示

▽
荘
内
神
社
「
宝
物
殿
」　

■■日
４
月
３
日

○木
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■■問
同
神
社
☎
22
‐
８
１
０
０

▽
致
道
博
物
館
「
御
隠
殿
」　

■■日
４
月
３

日
○木
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■■費
大
人
…
１
、０
０
０
円　

高
校
生
・
大

学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０

０
円　

■■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■■他
解

説
ト
ー
ク
（
■■日
３
月
22
日
○土
午
後
２
時
）

あ
り

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■■費がないものは原則無料です。
■■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

▽
松
ヶ
岡
開
墾
場　

■■日
３
月
１
日
○土
〜
４

月
１
日
○火　

■■時
松
ヶ
岡
開
墾
記
念
館
（
■■費

３
０
０
円
）
…
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

一
翠
苑
…
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■■問
同

開
墾
場
管
理
運
営
協
議
会
☎
64
‐
１
３
３

１▽
旧
風
間
家
住
宅
「
丙
申
堂
」 　　

■■日
３
月

８
日
○土
〜
４
月
３
日
○木
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時　

■■費
５
０
０
円　

■■問
丙
申
堂
☎

22
‐
０
０
１
５

▽
湯
田
川
温
泉
「
旧
白
幡
邸
〈
長
福
寺
集

会
所
〉」　　

■■日
３
月
14
日
○金
〜
４
月
６
日
○日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時　

■■費
高
校
生
以
上

…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
０
０
円

■■問
湯
田
川
温
泉
観
光
協
会
☎
35
‐
４
１
１

１▽
湯
野
浜
温
泉
街　

■■場
游
水
亭
い
さ
ご
や
、

竹
屋
ホ
テ
ル
、
つ
る
み
ス
ト
ア
ー　

■■問
湯

野
浜
温
泉
観
光
協
会
☎
75
‐
２
２
５
８

■■他
各
施
設
で
実
施
日
が
異
な
り
ま
す

▽
共
通　

■■他
着
物
で
来
場
し
た

方
は
入
場
料
半
額
。
市
HP

▼
ひ
な
ま
つ
り
特
別
体
験

▽
顔
出
し
看
板
の
設
置　

■■日
４
月
６
日
○日

ま
で　

■■場
致
道
博
物
館
、
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）、
湯
田
川
温

泉
旧
白
幡
邸　

■■他
設
置
期
間
は
各
施
設
に

問
合
せ

▽
お
雛
菓
子
づ
く
り
体
験　

■■日
・
■■場
３
月

２
日
○日
・
９
日
○日
…
致
道
博
物
館　

16
日

○日
・
20
日
○木
…
丙
申
堂　

30
日
○日
…
湯
田

川
温
泉
旧
白
幡
邸　

■■時
午
後
１
時
〜
３
時　

■■費
１
個
５
０
０
円（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

▽
へ
ん
し
ん
！
か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま

■■日
・
■■場
３
月
８
日
○土
・
９
日
○日
…
丙
申
堂　

15
日
○土
・
16
日
○日
…
致
道
博
物
館　

■■内
お

雛
様
の
衣
装
を
着
て
写
真
撮
影　

■■他
各
施

設
で
実
施
時
間
が
異
な
り
ま
す

▽
き
も
の
で
雛
め
ぐ
り　

■■日
３
月
22
日
○土

・
23
日
○日　

■■内
自
宅
に
あ
る
着
物
を
鶴
岡

呉
友
会
の
各
店
舗
で
無
料
で
着
付
け　

■■申

各
日
３
日
前
ま
で
各
店
舗
（
ト
キ
ワ
屋
☎

22
‐
０
４
３
２
、
着
物
の
小
い
け
☎
22
‐

３
２
１
５
、
む
ら
ま
ご
呉
服
店
☎
24
‐
０

３
０
１
、
南
銀
座
池
田
☎
22
‐

０
１
１
６
）
へ　

▼
あ
つ
み
温
泉
ひ
な
ま
つ
り　

■■日
３
月
１

日
○土
〜
31
日
○月　

■■内
旅
館
、
商
店
で
の
雛

人
形
展
示
等　

■■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43

‐
３
５
４
７　

■■他
各
施
設
で
実

施
時
間
が
異
な
り
ま
す

致
道
博
物
館

新
収
蔵
品
展
‐
刀
剣
と
美
術
‐

■■日
４
月
14
日
○月
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分　

■■内
庄
内
藩
士
ゆ
か
り
の
刀
剣
、

書
画
、
陶
磁
器
等
近
年
寄
贈
さ
れ
た
資
料

の
展
示　

■■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■■場
・
■■問
同
館
☎
22
‐
１

１
９
９　

■■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■■日
３

月
23
日
○日
午
後
２
時
）
あ
り

創
造
の
森
交
流
館

ス
キ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ

■■日
３
月
８
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

（
同
館
集
合
）　

■■定
先
着
20
人　

■■持
昼
食

■■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５　

■■他
用
具
貸
出

し
あ
り
（
要
予
約
）。
貸
靴
の
サ
イ
ズ
は

20
㎝
〜
28
㎝

お
雛
菓
子
と
松
ヶ
岡
紅
茶
の

お
茶
会

■■日
３
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
松
ヶ

岡
本
陣　

■■定
先
着
30
人　

■■内
講
演
、
お
茶

会　

■■師
齋
藤
侑
氏
（
㈲
遠
州
屋
）　

■■費
１
、

０
０
０
円　

■■問
松
ヶ
岡
産
業
㈱
☎
64
‐
１

３
３
１

産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

■■日
３
月
９
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15

分　　

■■内
学
校
説
明
会
、
学
科
ガ
イ
ダ
ン
ス
、

個
別
相
談　

■■場
・
■■問
同
校
（
酒
田
市
）
☎

０
２
３
４
‐
31
‐
２
３
０
０

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
自
慢
の
料
理
が
並
び
ま
す

や
ま
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■■日
３
月
９
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時　

■■費
１
皿
１
２
０
円（
持
ち
帰
り
の
み
）

■■場
・
■■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４

５
５災

害
か
ら
命
を
守
ろ
う
！

防
災
・
耐
震
セ
ミ
ナ
ー

　

近
年
、
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
が
激

甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る
た
め
、
日
頃
か

ら
災
害
に
対
し
て
備
え
て
お
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
防
災
意
識
の
更
な
る
向
上
を
目

的
に
、
県
が
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■■日
３
月
11
日
○火
午
後
２
時　

■■場
山
形
県
防

災
学
習
館
（
三
川
町
）　

■■申
３
月
５
日
○水

11 広報つるおか　2025 . 3 ■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ

タ
ー
ン
希
望
者
等　

■■問
山
形
県
雇
用
・
産

業
人
材
育
成
課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
３

２
６
５　

■■他
就
職
相
談
コ
ー
ナ

ー
あ
り

自
由
研
究
の
解
説
展
示

じ
い
じ
と
大
江
と
ウ
サ
ヒ
と
カ
ラ
ス

■■日
３
月
13
日
○木
〜
30
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

■■場
第
三
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

■■内
上
野
龍
明
氏
の
自
由
研
究
４

作
品　

■■他
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
■■日
３
月

13
日
○木
午
後
１
時
30
分
・
22
日
○土
午
前
10

時
、
午
後
2
時
）
あ
り

後
４
時　

■■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■■内
月
面
の
バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
、
探
査
車
操

縦
体
験
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
展
示
、
グ
ッ
ズ

販
売
等　

■■費
５
０
０
円
（
大
学
生
以
下
無

料
）　

■■問
鶴
岡
ス
ペ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 tsuruokaspacestation
@
gm
ail.com

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

庄
内
就
職
説
明
会

■■日
３
月
22
日
○土
・
23
日
○日
午
後
１
時
〜
４

時
30
分　

■■場
い
ろ
り
火
の
里
（
三
川
町
）　

■■対
来
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予
定
の
学

生
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
等　

■■内
庄
内
地
域
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
１

１
５
社
に
よ
る
説
明
、
就
職
相
談　　

■■問
庄

内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
☎
66
‐
５

４
８
５　

■■他
条
件
に
よ
り
交
通

費
の
助
成
あ
り

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

加
茂
水
族
館　

音
楽
の
夕
べ

■■日
３
月
23
日
○日
午
後
６
時　

■■
出
演　

中

本
マ
リ
ト
リ
オ　

■■費
高
校
生
以
上
…
１
、

５
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
５

０
０
円　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐

３
０
３
６

ミ
ニ
楽
書
教
室

■■日
３
月
26
日
○水
、
4
月
４
日
○金
午
後
２
時　
　

■■定
各
日
10
人　

■■師
岡
部
陽
子
氏　

■■費
１
、

０
０
０
円　

■■場
・
■■申
各
日
１
週
間
前
ま
で

い
で
は
文
化
記
念
館
☎
62
‐
４
７
２
７
へ

中
央
公
民
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

▼
子
供
向
け　

■■日
３
月
16
日
○日
・
21
日
○金

・
22
日
○土　

■■時
・
■■内
午
前
10
時
…『
は
な

か
っ
ぱ 

花
さ
け
！
パ
ッ
カ
〜
ん 

宇
宙
旅

行
』　

11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
…『
ド

ラ
え
も
ん 

宇
宙
の
模
型
』　

■■定
各
回
先
着

60
人　

■■費
高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

３

歳
以
上
…
１
０
０
円　
　

▼
大
人
向
け　

■■日
・
■■内
３
月
16
日
○日
…『
平

原
綾
香  

い
の
ち
の
星
の
詩 SPEC

IA
L  

ED
ITIO

N

』　

22
日
○土
…『Feel the 

Earth

〜M
usic by 

葉
加
瀬
太
郎
〜
』　

■■時
午
後
３
時　

■■定
各
日
先
着
50
人　

■■費
高

校
生
以
上
…
２
０
０
円　

中
学
生
…
１
０

０
円　

▼
共
通　

■■申
３
月
７
日
○金
か
ら
市
ラ
イ
ン

で　

■■場
・
■■問
同
館
☎
25
‐
１
０

５
０　

■■他
団
体
観
覧
は
要
問
合

せ
道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

春
の
感
謝
祭

■■日
３
月
22
日
○土
・
23
日
○日
午
前
10
時　

■■内

ス
ピ
ー
ド
く
じ（
■■定
各
日
先
着
１
０
０
人
）、

ア
ン
コ
ウ
汁
振
る
舞
い（
各
日
限
定
50
杯
）

等　

■■場
・
■■問
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐

３
２
１
１

庄
内
か
ら
宇
宙
へ
！

－

月
面
基
地
へ
出
発
！

－

■■日
３
月
20
日
○木
〜
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場
合があります。各担当課や主催者などへのお問
合せ、またはホームページ等でご確認ください。

第１弾　鶴岡市の食文化
　市では現在、新図書館の整備に向けた基本構想の策定を
を進めています。市民の皆さんから図書館を自分の居場所
や交流の場として感じてもらえるよう、図書館本館を会場
に様々な展示やイベントをリレー形式で開催します。
　第１弾は、「鶴岡の食文化」をテーマに、関連書籍の展
示と、鶴岡雛菓子作り体験を行います。本企画限定デザイ
ンの雛菓子が作れます。ぜひご参加ください。

【
書
籍
展
示
】

■■日  

３
月
23
日
○日
ま
で

【
雛
菓
子
作
り
体
験
】

■■日  

３
月
23
日
○日
午
後
２

時
・
２
時
30
分
・
３

時
・
３
時
30
分

■■定
各
回
10
人

■■師  

住
吉
屋
菓
子
舗

■■費
１
個
５
０
０
円

■■申  

２
次
元
コ
ー
ド
で

■■問  

本
所
食
文
化
創
造
都

市
推
進
課
☎
35
‐
１

　

１
８
５

ま
で
や
ま
が
た
ｅ
申
請
ま
た
は
本
所
建
築

課
☎
35
‐
１
４
３
２
へ　

■■他
防
災
ベ
ッ
ド

・
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
常
時
展
示
。
減
災

対
策
に
関
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い県

内
企
業
１
４
０
社
が
参
加

や
ま
が
た
合
同
企
業
説
明
会

■■日
３
月
12
日
○水
・
13
日
○木
午
後
１
時
〜
４

時　

■■場
東
京
交
通
会
館
（
東
京
都
千
代
田

区
）　

■■対
来
年
３
月
に
大
学
等
を
卒
業
予

定
の
学
生
、
既
卒
３
年
以
内
の
方
、
Ｕ
Ｉ

・・・・・第 2回のテーマは「未来にごみを残さない」です。

図書館リレー企画
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穀
物
と
野
菜
の
料
理
教
室

つ
ぶ
つ
ぶ
ラ
ン
チ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

■■日
３
月
29
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■場
ま
る

ま
ま
っ
と　

■■定
10
人　

■■師
今
野
深
雪
氏

■■費
１
、
２
０
０
円

金
峰
少
年
自
然
の
家

き
ん
ぼ
う
春
フ
ェ
ス
タ

■■日
４
月
27
日
○日　

■■定
１
２
０
人
（
申
込
み

多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）　

■■内
里
山
散
歩
、

自
然
素
材
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
、
館
内
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等　

■■費
１
０
０
円
（
別
途

活
動
費
等
）　

■■申
３
月
23
日
○日
〜
４
月
10

日
○木
に
HP
で　

■■場
・
■■問
同
館
☎

24
‐
２
４
０
０

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
３
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■申

各
日
前
日
ま
で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎

26
‐
５
１
５
５
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■■日
３
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
内

病
院　

■■定
先
着
30
人　

■■内「
在
宅
で
で
き

る
嚥
下
食
」
本
間
藍
氏
（
老
人
保
健
施
設

の
ぞ
み
の
園
歯
科
衛
生
士
）、「
気
を
付
け

よ
う
！
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
！
〜
身
体
の
健

康
は
お
口
か
ら
〜
」
武
石
越
郎
（
荘
内
病

院
歯
科
口
腔
外
科
医
師
）　

■■申
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

失
語
症
者
の
つ
ど
い

■■日
3
月
15
日
○土
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
失
語
症
の
あ
る
方
・
家
族
、
失
語

症
に
関
心
の
あ
る
方　

■■問
鶴
岡
協
立
病
院

リ
ハ
ビ
リ
室
（
板
垣
）
☎
23
‐
６
０
６
０

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会

■■日
３
月
20
日
○木
午
後
１
時　

■■場
藤
島
体
育

館　

■■対
小
・
中
学
生
30
人　

■■内
リ
ー
ド
の

基
礎
技
能
や
安
全
知
識
の
取
得　

■■申
３
月

13
日
○木
ま
で
鶴
岡
山
岳
会
へ

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
４
月
３
日
○木
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専

門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■■日
火
曜
教
室
…
４
月
１
日
か
ら
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分　

金
曜
教
室
…
４
日
か
ら

の
金
曜
日
午
前
10
時　

■■場
朝
暘
武
道
館
等

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円
、
入
会
金
３
、
０

０
０
円
、
年
会
費
１
、
０
０
０
円　

■■申
鶴

岡
太
極
拳
教
室　

■■他
各
曜
日
体
験
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

楽
し
い
山
歩
き
教
室 

会
員
募
集

■■日
座
学
（
必
修
）
…
４
月
12
日
○土
午
後
１

時
30
分
（
■■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木

原
）　

実
践
…
４
月
19
日
○土
〜
来
年
３
月

（
全
７
回
）　

■■定
先
着
20
人　

■■師
鶴
岡
山

岳
会　

■■費
１
万
円
（
別
途
実
践
経
費
等
）　

■■申
３
月
28
日
○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８

１
３
１
へ

あ
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ネ
ク

サ
ス 

令
和
７
年
度
会
員
募
集

■■
コ
ー
ス
（
通
年
）　

軽
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
コ
ー
ス
（
午

前
、
ナ
イ
タ
ー
）、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
、

ヘ
ル
シ
ー
コ
ー
ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
コ
ー
ス　

■■費
年
会
費
７
、０
０
０
円（
別

途
各
コ
ー
ス
会
費
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
43

‐
４
４
１
１　

■■他
半
期
コ
ー
ス
あ
り

日
本
空
手
協
会
藤
島
支
部

会
員
募
集

■■日
・
■■場
月
曜
・
水
曜
日
…
八
栄
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

金
曜
日
…
藤
島
体
育

館　

■■時
午
後
７
時　

■■費
月
額
５
、
０
０
０

円　

■■他
体
験
あ
り
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　　

■■日
３
月
７

日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者　

■■内
お
花
の
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
フ
ェ
ル
ト

お
も
ち
ゃ
作
り

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！「
手
形
ア
ー

ト
」　　

■■日
３
月
14
日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■■内
手
形

ア
ー
ト
、
身
体
測
定　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル
等

■■申
３
月
１
日
○土
か
ら　
　

▼「
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
令
和

７
年
度
会
員
募
集　

■■日
４
月
21
日
〜
来
年

３
月
９
日
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時 

■■対

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
12
組　

■■内
絵
の
具

遊
び
、
工
作
、
触
れ
合
い
遊
び
、
体
操
、

「
ま
な
び
あ
い
」
等　

■■費
８
６
０
円　

■■申

３
月
１
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０　

湯
殿
山
ス
キ
ー
場

ス
キ
ー
子
ど
も
の
日

■■日
３
月
16
日
○日　

■■内
小
学
生
以
下
リ
フ
ト

無
料　

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
54
‐

６
４
５
０

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■■日
３
月
19
日
○水
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

子
育
て
・
子
供
向
け

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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る　

■■対
令
和
６
年
３
月
〜
８
月
生
ま
れ
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
赤
ち

ゃ
ん
ヨ
ガ　

■■師
上
野
和
佳
氏　

■■持
バ
ス
タ

オ
ル　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で　

■■問
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
３
月
の
講
座

自
信
が
も
て
る
子
育
て
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

■■日
３
月
21
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
中
央
児
童
館
長　

■■場
・
■■申
３
月
３
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

妊
産
婦
や
子
育
て
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■■日
４
月
15
日
○火
午
前
10
時　

■■内
ミ
ル
ク
と

母
乳
に
つ
い
て
の
育
児
講
座
等　

■■師
後
藤

敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■場
・
■■問
常

念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

る
ん
び
に
ー
園
☎
24
‐
９
０
５

５
西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

会
員
募
集

▼
ミ
ニ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ　

■■日
４
月
22
日
〜
来

年
３
月
３
日
の
隔
週
火
曜
日
午
前
10
時
30

分　

■■対
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■■内

身
体
測
定
、
手
形
・
足
形
カ
レ
ン
ダ
ー
、

触
れ
合
い
遊
び
、
外
部
講
師
の
講
座
等　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
３
月
４
日
○火
か
ら

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ　

■■日
４
月
18
日
〜
来

年
３
月
６
日
の
毎
月
第
１
・
第
３
・
第
５

金
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■■対
１
歳
以
上
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
触
れ

合
い
遊
び
、
工
作
、
春
・
秋
の
遠
足
、
外

部
講
師
の
講
座
等　

■■費
１
、
４
１
０
円　

■■申
３
月
４
日
○火
か
ら

▼
ゆ
め
っ
く
り
フ
レ
ン
ズ
☆
年
間
登
録
者

募
集　

■■対
小
・
中
学
生
20
人　

■■内
福
祉
施

設
等
訪
問
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
夏
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等　

■■申
３
月
８
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
29
‐

０
０
３
１

大
山
児
童
館

「
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
」会
員
募
集

■■日
４
月
15
日
〜
来
年
３
月
10
日
の
隔
週
火

曜
日
午
前
10
時　

■■対
１
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内
季
節
の

行
事
に
合
わ
せ
た
体
験
や
製
作
、
運
動
遊

び
、
自
然
体
験
等　

■■費
１
、
４
１
０
円

■■場
・
■■申
３
月
１
日
○土
か
ら
同
館
☎
38
‐
０

２
６
０
へ

暘
光
児
童
館

「
よ
う
こ
う
ひ
ろ
ば
」会
員
募
集

■■日
４
月
23
日
〜
来
年
３
月
４
日
の
隔
週
水

曜
日
午
前
10
時　

■■対
１
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
触
れ
合
い
遊

び
、
制
作
、
ダ
ン
ス
等　

■■費
１
、
３
１
０

円　

■■場
・
■■申
３
月
１
日
○土
か
ら
同
館
☎
64

‐
８
６
４
０
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」会
員
募
集

■■日
４
月
24
日
〜
来
年
３
月
12
日
の
毎
月
第

２
・
第
４
木
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■■対
０

歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
20
組

■■内
季
節
に
合
わ
せ
た
制
作
、
触
れ
合
い
遊

び
、
外
部
講
師
の
講
座
等　

■■費
１
、
８
０

０
円　

■■場
・
■■申
３
月
３
日
○月
か
ら
同
館
☎

24
‐
４
６
０
８
へ

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か

ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
３

月
の
土
曜
・
日
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
た
ま
ご
を
さ
が
せ
！　

■■日

３
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
鶴
岡
産
積
み
木
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■■日

３
月
８
日
○土
午
前
10
時
30
分　

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぬ
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■■日
３
月
８
日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
早
春
の
ブ
ナ
の
森
探
検
隊　

■■日
３
月
20

日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

■■対
小
学
１

年
〜
４
年
生
６
人　

■■師
上
山
剛
司
氏
（
環

境
教
育
工
房
Ｌ
ｉ
ｎ
Ｘ
）
等　

■■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
３
月
18
日
○火
ま
で

▼
春
の
里
山
散
策
会　

■■日
３
月
８
日
○土
・

９
日
○日
・
12
日
○水
・
16
日
○日
・
19
日
○水
・

22
日
○土
・
26
日
○水
・
30
日
○日
、
４
月
６
日

○日
午
前
９
時　

■■定
各
日
10
人　

■■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会　

■■日
３
月
15
日

○土
午
前
９
時　

■■内
同
館
周
辺
の
自
然
や
文

化
に
関
す
る
研
究
調
査
発
表

▼
都
沢
湿
地
の
ヨ
シ
焼
き　

■■日
３
月
29
日

○土
午
前
９
時　

■■内
ヨ
シ
焼
き
の
見
学

▼
自
然
観
察
会
「
早
春
の
庄
内
ア
ル
プ
ス

を
歩
こ
う
〜
油
戸
ル
ー
ト
〜
」　

■■日
４
月

２
日
○水
・
６
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時　

■■定
各
日
30
人　

■■師
中
里
慶
三
氏

（
里
山
案
内
人
Ｗ
Ｇ
）
等　

■■費
寄
附
制

（
１
、
０
０
０
円
以
上
）　

■■申
３
月
５
日

○水
か
ら　

■■他
手
ぬ
ぐ
い
付
き

▼
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦　

■■日
４
月

５
日
○土
午
前
９
時　

■■定
50
人　

■■申
４
月
３

日
○木
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
棋
楽
会
（
囲
碁
・
将
棋
）　

■■日
毎
週
月

曜
〜
金
曜
日
午
後
１
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
３
月
５
日
・
６

日
・
12
日
・
13
日
・
26
日
・
27
日
、
４
月

２
日
・
３
日
・
９
日
・
10
日
・
16
日
・
17

日
・
30
日
の
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
３
月
６
日
○木
・
13
日
○木
・
27
日
○木
、

４
月
３
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
作
品
題
名
書
道
展　

■■日
３
月
６
日
○木
〜

施
設
の
催
し 

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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穀
物
と
野
菜
の
料
理
教
室

つ
ぶ
つ
ぶ
ラ
ン
チ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

■■日
３
月
29
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■■場
ま
る

ま
ま
っ
と　

■■定
10
人　

■■師
今
野
深
雪
氏

■■費
１
、
２
０
０
円

金
峰
少
年
自
然
の
家

き
ん
ぼ
う
春
フ
ェ
ス
タ

■■日
４
月
27
日
○日　

■■定
１
２
０
人
（
申
込
み

多
数
の
場
合
抽
せ
ん
）　

■■内
里
山
散
歩
、

自
然
素
材
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
、
館
内
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等　

■■費
１
０
０
円
（
別
途

活
動
費
等
）　

■■申
３
月
23
日
○日
〜
４
月
10

日
○木
に
HP
で　

■■場
・
■■問
同
館
☎

24
‐
２
４
０
０

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■■日
３
月
12
日
○水
・
26
日
○水
午
後
２
時　

■■場

荘
内
病
院　

■■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■■内
が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話　

■■申

各
日
前
日
ま
で
同
院
地
域
医
療
連
携
室
☎

26
‐
５
１
５
５
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■■日
３
月
15
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■場
荘
内

病
院　

■■定
先
着
30
人　

■■内「
在
宅
で
で
き

る
嚥
下
食
」
本
間
藍
氏
（
老
人
保
健
施
設

の
ぞ
み
の
園
歯
科
衛
生
士
）、「
気
を
付
け

よ
う
！
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
！
〜
身
体
の
健

康
は
お
口
か
ら
〜
」
武
石
越
郎
（
荘
内
病

院
歯
科
口
腔
外
科
医
師
）　

■■申
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐

５
１
８
０

失
語
症
者
の
つ
ど
い

■■日
3
月
15
日
○土
午
後
２
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■対
失
語
症
の
あ
る
方
・
家
族
、
失
語

症
に
関
心
の
あ
る
方　

■■問
鶴
岡
協
立
病
院

リ
ハ
ビ
リ
室
（
板
垣
）
☎
23
‐
６
０
６
０

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会

■■日
３
月
20
日
○木
午
後
１
時　

■■場
藤
島
体
育

館　

■■対
小
・
中
学
生
30
人　

■■内
リ
ー
ド
の

基
礎
技
能
や
安
全
知
識
の
取
得　

■■申
３
月

13
日
○木
ま
で
鶴
岡
山
岳
会
へ

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■■日
４
月
３
日
○木
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

る　

■■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、
専

門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介
護
者
交
流　

■■申
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
29
‐
４

１
８
０

鶴
岡
太
極
拳
教
室

■■日
火
曜
教
室
…
４
月
１
日
か
ら
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分　

金
曜
教
室
…
４
日
か
ら

の
金
曜
日
午
前
10
時　

■■場
朝
暘
武
道
館
等

■■費
月
額
２
、
０
０
０
円
、
入
会
金
３
、
０

０
０
円
、
年
会
費
１
、
０
０
０
円　

■■申
鶴

岡
太
極
拳
教
室　

■■他
各
曜
日
体
験
あ
り

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

楽
し
い
山
歩
き
教
室 

会
員
募
集

■■日
座
学
（
必
修
）
…
４
月
12
日
○土
午
後
１

時
30
分
（
■■場
つ
る
し
ん
ア
リ
ー
ナ
小
真
木

原
）　

実
践
…
４
月
19
日
○土
〜
来
年
３
月

（
全
７
回
）　

■■定
先
着
20
人　

■■師
鶴
岡
山

岳
会　

■■費
１
万
円
（
別
途
実
践
経
費
等
）　

■■申
３
月
28
日
○金
ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８

１
３
１
へ

あ
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ネ
ク

サ
ス 

令
和
７
年
度
会
員
募
集

■■
コ
ー
ス
（
通
年
）　

軽
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ス
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
コ
ー
ス
（
午

前
、
ナ
イ
タ
ー
）、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ス
、

ヘ
ル
シ
ー
コ
ー
ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
コ
ー
ス　

■■費
年
会
費
７
、０
０
０
円（
別

途
各
コ
ー
ス
会
費
）　

■■申
同
ク
ラ
ブ
☎
43

‐
４
４
１
１　

■■他
半
期
コ
ー
ス
あ
り

日
本
空
手
協
会
藤
島
支
部

会
員
募
集

■■日
・
■■場
月
曜
・
水
曜
日
…
八
栄
島
地
区
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー　

金
曜
日
…
藤
島
体
育

館　

■■時
午
後
７
時　

■■費
月
額
５
、
０
０
０

円　

■■他
体
験
あ
り
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！　　

■■日
３
月
７

日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者　

■■内
お
花
の
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
フ
ェ
ル
ト

お
も
ち
ゃ
作
り

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！「
手
形
ア
ー

ト
」　　

■■日
３
月
14
日
○金
午
前
10
時　

■■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
12
組　

■■内
手
形

ア
ー
ト
、
身
体
測
定　

■■持
バ
ス
タ
オ
ル
等

■■申
３
月
１
日
○土
か
ら　
　

▼「
プ
レ
イ
セ
ン
タ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
令
和

７
年
度
会
員
募
集　

■■日
４
月
21
日
〜
来
年

３
月
９
日
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時 

■■対

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
12
組　

■■内
絵
の
具

遊
び
、
工
作
、
触
れ
合
い
遊
び
、
体
操
、

「
ま
な
び
あ
い
」
等　

■■費
８
６
０
円　

■■申

３
月
１
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０　

湯
殿
山
ス
キ
ー
場

ス
キ
ー
子
ど
も
の
日

■■日
３
月
16
日
○日　

■■内
小
学
生
以
下
リ
フ
ト

無
料　

■■問
同
ス
キ
ー
場
☎
54
‐

６
４
５
０

あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■■日
３
月
19
日
○水
午
前
10
時　

■■場
に
こ
♥

ふ

子
育
て
・
子
供
向
け

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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る　

■■対
令
和
６
年
３
月
〜
８
月
生
ま
れ
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
30
組　

■■内
赤
ち

ゃ
ん
ヨ
ガ　

■■師
上
野
和
佳
氏　

■■持
バ
ス
タ

オ
ル　

■■申
や
ま
が
た
ｅ
申
請
で　

■■問
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
３
月
の
講
座

自
信
が
も
て
る
子
育
て
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

■■日
３
月
21
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

■■師
中
央
児
童
館
長　

■■場
・
■■申
３
月
３
日
○月
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24

‐
５
６
３
５
へ

妊
産
婦
や
子
育
て
を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
開
催

子
育
て
わ
く
わ
く
タ
イ
ム

■■日
４
月
15
日
○火
午
前
10
時　

■■内
ミ
ル
ク
と

母
乳
に
つ
い
て
の
育
児
講
座
等　

■■師
後
藤

敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
）　

■■場
・
■■問
常

念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

る
ん
び
に
ー
園
☎
24
‐
９
０
５

５
西
部
児
童
館 

ゆ
め
っ
く
り

会
員
募
集

▼
ミ
ニ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ　

■■日
４
月
22
日
〜
来

年
３
月
３
日
の
隔
週
火
曜
日
午
前
10
時
30

分　

■■対
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■■内

身
体
測
定
、
手
形
・
足
形
カ
レ
ン
ダ
ー
、

触
れ
合
い
遊
び
、
外
部
講
師
の
講
座
等　

■■費
１
、
０
０
０
円　

■■申
３
月
４
日
○火
か
ら

▼
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ　

■■日
４
月
18
日
〜
来

年
３
月
６
日
の
毎
月
第
１
・
第
３
・
第
５

金
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■■対
１
歳
以
上
の

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
触
れ

合
い
遊
び
、
工
作
、
春
・
秋
の
遠
足
、
外

部
講
師
の
講
座
等　

■■費
１
、
４
１
０
円　

■■申
３
月
４
日
○火
か
ら

▼
ゆ
め
っ
く
り
フ
レ
ン
ズ
☆
年
間
登
録
者

募
集　

■■対
小
・
中
学
生
20
人　

■■内
福
祉
施

設
等
訪
問
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
夏
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等　

■■申
３
月
８
日
○土
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
29
‐

０
０
３
１

大
山
児
童
館

「
お
ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
」会
員
募
集

■■日
４
月
15
日
〜
来
年
３
月
10
日
の
隔
週
火

曜
日
午
前
10
時　

■■対
１
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組　

■■内
季
節
の

行
事
に
合
わ
せ
た
体
験
や
製
作
、
運
動
遊

び
、
自
然
体
験
等　

■■費
１
、
４
１
０
円

■■場
・
■■申
３
月
１
日
○土
か
ら
同
館
☎
38
‐
０

２
６
０
へ

暘
光
児
童
館

「
よ
う
こ
う
ひ
ろ
ば
」会
員
募
集

■■日
４
月
23
日
〜
来
年
３
月
４
日
の
隔
週
水

曜
日
午
前
10
時　

■■対
１
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
15
組　

■■内
触
れ
合
い
遊

び
、
制
作
、
ダ
ン
ス
等　

■■費
１
、
３
１
０

円　

■■場
・
■■申
３
月
１
日
○土
か
ら
同
館
☎
64

‐
８
６
４
０
へ

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

「
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
」会
員
募
集

■■日
４
月
24
日
〜
来
年
３
月
12
日
の
毎
月
第

２
・
第
４
木
曜
日
午
前
10
時
30
分　

■■対
０

歳
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
20
組

■■内
季
節
に
合
わ
せ
た
制
作
、
触
れ
合
い
遊

び
、
外
部
講
師
の
講
座
等　

■■費
１
、
８
０

０
円　

■■場
・
■■申
３
月
３
日
○月
か
ら
同
館
☎

24
‐
４
６
０
８
へ

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か

ら
の
手
紙
！
〜　

■■日
３

月
の
土
曜
・
日
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
ど
ろ
っ
ぱ
の
た
ま
ご
を
さ
が
せ
！　

■■日

３
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
鶴
岡
産
積
み
木
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■■日

３
月
８
日
○土
午
前
10
時
30
分　

▽
オ
リ
ジ
ナ
ル
ぬ
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■■日
３
月
８
日
○土
午
前
10
時
30
分

▽
早
春
の
ブ
ナ
の
森
探
検
隊　

■■日
３
月
20

日
○木
午
前
９
時
〜
午
後
２
時　

■■対
小
学
１

年
〜
４
年
生
６
人　

■■師
上
山
剛
司
氏
（
環

境
教
育
工
房
Ｌ
ｉ
ｎ
Ｘ
）
等　

■■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
３
月
18
日
○火
ま
で

▼
春
の
里
山
散
策
会　

■■日
３
月
８
日
○土
・

９
日
○日
・
12
日
○水
・
16
日
○日
・
19
日
○水
・

22
日
○土
・
26
日
○水
・
30
日
○日
、
４
月
６
日

○日
午
前
９
時　

■■定
各
日
10
人　

■■費
寄
附
制

（
５
０
０
円
以
上
）　

■■申
各
日
２
日
前
ま
で

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会　

■■日
３
月
15
日

○土
午
前
９
時　

■■内
同
館
周
辺
の
自
然
や
文

化
に
関
す
る
研
究
調
査
発
表

▼
都
沢
湿
地
の
ヨ
シ
焼
き　

■■日
３
月
29
日

○土
午
前
９
時　

■■内
ヨ
シ
焼
き
の
見
学

▼
自
然
観
察
会
「
早
春
の
庄
内
ア
ル
プ
ス

を
歩
こ
う
〜
油
戸
ル
ー
ト
〜
」　

■■日
４
月

２
日
○水
・
６
日
○日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時　

■■定
各
日
30
人　

■■師
中
里
慶
三
氏

（
里
山
案
内
人
Ｗ
Ｇ
）
等　

■■費
寄
附
制

（
１
、
０
０
０
円
以
上
）　

■■申
３
月
５
日

○水
か
ら　

■■他
手
ぬ
ぐ
い
付
き

▼
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦　

■■日
４
月

５
日
○土
午
前
９
時　

■■定
50
人　

■■申
４
月
３

日
○木
ま
で

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
棋
楽
会
（
囲
碁
・
将
棋
）　

■■日
毎
週
月

曜
〜
金
曜
日
午
後
１
時

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ　

■■日
３
月
５
日
・
６

日
・
12
日
・
13
日
・
26
日
・
27
日
、
４
月

２
日
・
３
日
・
９
日
・
10
日
・
16
日
・
17

日
・
30
日
の
水
曜
・
木
曜
日
午
前
10
時

▼
高
齢
者
の
元
気
を
支
え
る
無
料
健
康
相

談　

■■日
３
月
６
日
○木
・
13
日
○木
・
27
日
○木
、

４
月
３
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
作
品
題
名
書
道
展　

■■日
３
月
６
日
○木
〜

施
設
の
催
し 

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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25
日
○火　

■■内
鶴
岡
中
央
高
校
書
道
部
の
生

徒
が
藤
沢
作
品
を
読
み
、
印
象
に
残
っ
た

作
品
の
題
名
を
書
道
で
表
現

▼
開
館
15
周
年
記
念
企
画
展
〈『
喜
多
川

歌
麿
女
絵
草
紙
』
の
世
界

－

歌

麿
と
蔦
重

－

〉　

■■日
３
月
28
日

○金
〜
９
月
23
日
○火

▼
共
通　

■■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２

０
０
円　

中
学
生
以
下

…
無
料　

■■場
・
■■問
藤
沢

周
平
記
念
館
☎
29
‐
１

８
８
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
美
術
講
座
受

講
生
作
品
展「
つ
く
り
手
た
ち
の
展
覧
会
」

■■日
３
月
15
日
○土
〜
23
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

■■内
今
年
度
に
開
催
し
た
15
講
座

の
受
講
生
た
ち
の
作
品
展
示

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
庄
内
刺
し
子
の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り　

■■日

３
月
18
日
○火
午
前
９
時
30
分　

■■師
さ
と
う

恵
美
氏
（
庄
内
刺
し
子
の
店
主
宰
）　

■■費

１
、
１
０
０
円　

▽▽

を
組
み
合
わ
せ
て
作
る　

ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
星
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
　
■■日
３
月

20
日
○木
午
後
２
時　

■■師
布
川
美
與
子
氏

（
遊
工
房
主
宰
）　

■■費
１
、
２
０
０
円　

▽
共
通
　
■■定
12
人　

■■申
３
月
４
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐

０
２
６
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

３
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
」

■■日
３
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
３
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
８
０
０
円

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
人
の
料
理
教
室
「
簡

単
魚
介
料
理
」　

■■日
３
月
15
日
○土
午
前
10

時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
味
噌
作
り　

■■日
３
月
20
日
○木
・
22
日
○土

午
前
10
時
30
分　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
植
物
画

■■日
３
月
20
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
・
■■定

公
益
大
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
…
先
着
60
人

オ
ン
ラ
イ
ン
…
先
着
40
人　

■■師
遠
山
茂
樹

氏
（
同
大
名
誉
教
授
）　

■■申
３
月
16
日
○日

ま
で
同
大
大
学
院
☎
29
‐
０
５

５
５
へ

郷
土
史
講
座
「
庄
内
の
戦
国

時
代
を
深
堀
り
す
る
」

■■日
①
３
月
８
日
○土　

②
15
日
○土　

■■時
午
後

２
時　

■■定
各
日
50
人　

■■内
①「
戦
国
時
代

の
地
域
権
力
論

－

出
羽
庄
内
・
大
宝
寺
義

興
の
事
例
か
ら

－
」
畑
山
周
平
氏
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
助
教
）　

②「
大
宝
寺
義

興
と
東
禅
寺
氏
永
の
抗
争
と
和
平
交
渉

－

『
庄
内
問
題
』
を
考
え
る

－

」
菅
原
義
勝

氏
（
致
道
博
物
館
学
芸
員
）　

■■場
・
■■申
郷

土
資
料
館
☎
25
‐
５
０
１
４

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
語
講
座
（
全
36
回
）

■■日
４
月
14
日
○月
〜
来
年
３
月
９
日
○月
午
後

７
時
（
①
入
門
ク
ラ
ス
…
月
曜
日　

②
初

級
ク
ラ
ス
…
火
曜
日　

③
中
級
ク
ラ
ス
…

水
曜
日
）　

■■場
中
央
公
民
館　

■■定
各
コ
ー

ス
15
人　

■■師
孫
志
紅
氏　

■■費
３
万
円　

■■

テ
キ
ス
ト
代　

①
２
、
６
４
０
円　

②
３
、

０
２
５
円　

③
２
、
７
５
０
円　

■■申
３
月

20
日
○木
ま
で
同
協
会
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

■■他
各
コ
ー
ス
５
人
以
上
で
開
講

出
羽
庄
内
国
際
村
の
会
員

募
集

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■■日
４
月
〜

来
年
３
月
末　

■■定
先
着
10
人　

■■師
外
国
出

身
者　

■■費
７
、
０
０
０
円　

■■申
３
月
８
日

○土
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ

ブ
会
員　

■■日
４
月
〜
来
年
３
月
の
月
１
回

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
）　

■■対
中
学
生
、

高
校
生
、
高
専
生　

■■内
英
語
を
使
っ
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ　

■■師
英
語
圏
出
身
者　

■■費

年
会
費
２
、
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費
等
）

■■他
見
学
１
回
可

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

市
民
農
園 

４
月
入
園
者
募
集

■■
募
集
農
園　

城
北
町
農
園
、
八
日
町
農

園
、
切
添
Ｂ
農
園
、
切
添
Ｃ
農
園
、
民
田

味
土
里
農
園　

■■
面
積　

１
区
画
40
㎡　

■■費
１
区
画
年
額
４
、
０
０
０
円
（
城
北
町

・
切
添
Ｃ
農
園
は
、
別
途
水
道
料
５
０
０

円
）　

■■申
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

■■他
先
着
順
で
受
け
付
け
。
面
積
、

年
額
が
異
な
る
区
画
あ
り

栄
養
価
に
優
れ
た「
す
い
お
う
」

を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

「
す
い
お
う
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
種
で
、

葉
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
の

栄
養
素
を
多
く
含
む
野
菜
で
す
。
家
庭
菜

園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
で
き
ま
す
。

■■
苗
価
格　

ポ
ッ
ト
苗
１
個
約
５
０
０
円

■■申
3
月
19
日
○水
ま
で
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ

ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■■他

苗
の
引
渡
し
は
４
月
中
旬

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■■
活
動
期
間　

４
月
１
日
○火
〜
来
年
３
月

31
日
○火　

■■対
高
校
生
以
上
で
月
１
回
程
度

活
動
で
き
る
方
10
人
程
度　

■■内
同
館
展
覧

会
の
準
備
作
業
、
教
育
普
及
事
業
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
等　

■■費
３
５

０
円
（
保
険
料
）　

■■申
３
月
１
日
○土
〜
15

募
集

講
座
・
講
習
会 
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日
○土
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

入
居
時
期
は
５
月
中
旬
以
降

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

３
階•

２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ（
★
）
１

４
階•

２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ（
★
）
１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

３

大
西
住
宅

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

２

藤島
ふ
じ
な
み

住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

木
造
２
階
建
長
屋
・
３

Ｄ
Ｋ
（
家
族
向
け
）

１

羽黒
特
定
公
共

賃
貸
住
宅

木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■■申
３
月
３
日
○月
〜
19
日
○水
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

■■他
★
は
単
身
入
居

可
能Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
『
夢
婚
』

　

様
々
な
事
情
で
結
婚
式
を
挙
げ
な
か
っ

た
夫
婦
に
対
し
、
山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協

議
会
は
、
結
婚
式
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

■■対
次
の
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

１
組　

①
県
内
在
住
で
結
婚
式
を
挙
げ
て

い
な
い　

②
今
年
の
12
月
31
日
○水
ま
で
結

婚
式
を
挙
げ
ら
れ
る　

③
メ
デ
ィ
ア
で
の

紹
介
が
可
能
で
あ
る　

■■申
４
月
30
日
○水
ま

で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
同
協
議
会
庄
内

地
区
窓
口
（
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・

サ
ン
）
☎
24
‐
４
６
３
３

管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談

糖
尿
病
健
康
相
談

■■日
３
月
４
日
○火
・
11
日
○火
・
18
日
○火
・
25

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
血
糖
値
が
気
に
な
る

方
等
（
お
お
む
ね
75
歳
ま
で
）　

■■申
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■■日
①
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
３
月
７
日
・

14
日
・
21
日
・
28
日
、
４
月
４
日
の
金
曜

日
午
後
１
時
30
分
・
２
時
45
分　

②
若
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
（
■■対
40
歳
未
満
の
方
と

そ
の
家
族
）
…
週
１
回
不
定
期　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
各
日
２
人　

■■内
①
眠
れ
な
い

日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い

等　

②
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出

ら
れ
な
い
等　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
６

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

■■日
３
月
16
日
○日
午
後
１
時
〜
４
時
45
分　

■■対
結
婚
を
希
望
す
る
方
等
５
組　

■■場
・
■■申
３
月
12
日
○水
ま
で
や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

庄
内
支
所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■■日
３
月
28
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■■対
市

内
、
田
川
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■■場
・
■■申
３
月
27
日
○木
ま
で
東

北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

へ
県
外
か
ら
転
入
す
る
前
に
事

前
相
談
を

　

鶴
岡
に
戻
っ
て
く
る
方
が
身
近
に
い
ま

せ
ん
か
。
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
る
方
（
出

身
者
を
含
む
）
を
「
移
住
者
」
と
し
て
、

支
援
制
度
を
案
内
す
る
な
ど
、
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
食
の
支
援
等
を
受
け
る

た
め
に
は
、
転
入
前
に
「
や
ま
が
た
暮
ら

し
移
住
登
録
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１

１
９
１

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■■
該
当
地
区　

上
畑
町
、
泉
町　

■■
時
期　

準
備
調
査
…
３
月　

本
調
査
…
５
月
か
ら

１
年
間　

■■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２

３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

大
宝
館 
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　　

展
示
替
え
の
た
め
、
３
月
27
日
○木
は
休

館
し
ま
す
。

■■問
同
館
☎
24
‐
３
２
６
６

日
本
赤
十
字
社
で
は
講
習
会

に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す

　

救
急
法
等
の
講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。
町
内
会
、
事
業
所
、
学
校
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■■
講
習
内
容　

救
急
法
、
水
上
安
全
法
、

雪
上
安
全
法
、
健
康
生
活
支
援
講
習
、
幼

児
安
全
法　

■■申
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

５
２
ま
た
は
日
本
赤

十
字
社
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
‐
６
４
１

‐
１
３
５
３
へ

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続

き
は
お
早
目
に
‼

　

年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
や
登
録
の
手

続
き
が
集
中
す
る
た
め
、
窓
口
が
混
み
合

い
ま
す
。
車
検
や
名
義
変
更
、
抹
消
登
録

等
の
手
続
き
は
早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

■■
開
庁
日　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

■■問
山
形
運
輸
支
局
☎
０
５
０
‐
５

５
４
０
‐
２
０
１
３
ま
た
は
庄
内
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０

‐
２
０
１
４
へ　

■■他
HP

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

相
談

相
談
・
そ
の
他

そ
の
他
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25
日
○火　

■■内
鶴
岡
中
央
高
校
書
道
部
の
生

徒
が
藤
沢
作
品
を
読
み
、
印
象
に
残
っ
た

作
品
の
題
名
を
書
道
で
表
現

▼
開
館
15
周
年
記
念
企
画
展
〈『
喜
多
川

歌
麿
女
絵
草
紙
』
の
世
界

－

歌

麿
と
蔦
重

－

〉　

■■日
３
月
28
日

○金
〜
９
月
23
日
○火

▼
共
通　

■■時
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分　

■■費
大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２

０
０
円　

中
学
生
以
下

…
無
料　

■■場
・
■■問
藤
沢

周
平
記
念
館
☎
29
‐
１

８
８
０

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
市
民
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
美
術
講
座
受

講
生
作
品
展「
つ
く
り
手
た
ち
の
展
覧
会
」

■■日
３
月
15
日
○土
〜
23
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時　

■■内
今
年
度
に
開
催
し
た
15
講
座

の
受
講
生
た
ち
の
作
品
展
示

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
庄
内
刺
し
子
の
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り　

■■日

３
月
18
日
○火
午
前
９
時
30
分　

■■師
さ
と
う

恵
美
氏
（
庄
内
刺
し
子
の
店
主
宰
）　

■■費

１
、
１
０
０
円　

▽▽

を
組
み
合
わ
せ
て
作
る　

ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
星
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
　
■■日
３
月

20
日
○木
午
後
２
時　

■■師
布
川
美
與
子
氏

（
遊
工
房
主
宰
）　

■■費
１
、
２
０
０
円　

▽
共
通
　
■■定
12
人　

■■申
３
月
４
日
○火
か
ら

▼
共
通　

■■場
・
■■問
同
館
☎
29
‐

０
２
６
０

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

３
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
ガ
ト
ー
シ
ョ
コ
ラ
」

■■日
３
月
８
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

12
人　

■■費
２
、
５
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

■■日
３
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■■定
先
着

20
人　

■■費
２
、
８
０
０
円

▼
た
ち
ば
な
や
調
理
人
の
料
理
教
室
「
簡

単
魚
介
料
理
」　

■■日
３
月
15
日
○土
午
前
10

時　

■■定
先
着
12
人　

■■費
３
、
０
０
０
円

▼
味
噌
作
り　

■■日
３
月
20
日
○木
・
22
日
○土

午
前
10
時
30
分　

■■定
先
着
12
人　

■■費
２
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
市
場
☎
64

‐
３
０
９
３

プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
植
物
画

■■日
３
月
20
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■■場
・
■■定

公
益
大
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
…
先
着
60
人

オ
ン
ラ
イ
ン
…
先
着
40
人　

■■師
遠
山
茂
樹

氏
（
同
大
名
誉
教
授
）　

■■申
３
月
16
日
○日

ま
で
同
大
大
学
院
☎
29
‐
０
５

５
５
へ

郷
土
史
講
座
「
庄
内
の
戦
国

時
代
を
深
堀
り
す
る
」

■■日
①
３
月
８
日
○土　

②
15
日
○土　

■■時
午
後

２
時　

■■定
各
日
50
人　

■■内
①「
戦
国
時
代

の
地
域
権
力
論

－

出
羽
庄
内
・
大
宝
寺
義

興
の
事
例
か
ら

－

」
畑
山
周
平
氏
（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
助
教
）　

②「
大
宝
寺
義

興
と
東
禅
寺
氏
永
の
抗
争
と
和
平
交
渉

－

『
庄
内
問
題
』
を
考
え
る

－

」
菅
原
義
勝

氏
（
致
道
博
物
館
学
芸
員
）　

■■場
・
■■申
郷

土
資
料
館
☎
25
‐
５
０
１
４

鶴
岡
田
川
地
区
日
中
友
好
協
会

中
国
語
講
座
（
全
36
回
）

■■日
４
月
14
日
○月
〜
来
年
３
月
９
日
○月
午
後

７
時
（
①
入
門
ク
ラ
ス
…
月
曜
日　

②
初

級
ク
ラ
ス
…
火
曜
日　

③
中
級
ク
ラ
ス
…

水
曜
日
）　

■■場
中
央
公
民
館　

■■定
各
コ
ー

ス
15
人　

■■師
孫
志
紅
氏　

■■費
３
万
円　

■■

テ
キ
ス
ト
代　

①
２
、
６
４
０
円　

②
３
、

０
２
５
円　

③
２
、
７
５
０
円　

■■申
３
月

20
日
○木
ま
で
同
協
会
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

■■他
各
コ
ー
ス
５
人
以
上
で
開
講

出
羽
庄
内
国
際
村
の
会
員

募
集

▼
せ
か
い
の
台
所
年
間
会
員　

■■日
４
月
〜

来
年
３
月
末　

■■定
先
着
10
人　

■■師
外
国
出

身
者　

■■費
７
、
０
０
０
円　

■■申
３
月
８
日

○土
か
ら

▼
ワ
ー
ル
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ

ブ
会
員　

■■日
４
月
〜
来
年
３
月
の
月
１
回

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
）　

■■対
中
学
生
、

高
校
生
、
高
専
生　

■■内
英
語
を
使
っ
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ　

■■師
英
語
圏
出
身
者　

■■費

年
会
費
２
、
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費
等
）

■■他
見
学
１
回
可

▼
共
通　

■■場
・
■■申
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

市
民
農
園 

４
月
入
園
者
募
集

■■
募
集
農
園　

城
北
町
農
園
、
八
日
町
農

園
、
切
添
Ｂ
農
園
、
切
添
Ｃ
農
園
、
民
田

味
土
里
農
園　

■■
面
積　

１
区
画
40
㎡　

■■費
１
区
画
年
額
４
、
０
０
０
円
（
城
北
町

・
切
添
Ｃ
農
園
は
、
別
途
水
道
料
５
０
０

円
）　

■■申
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５

■■他
先
着
順
で
受
け
付
け
。
面
積
、

年
額
が
異
な
る
区
画
あ
り

栄
養
価
に
優
れ
た「
す
い
お
う
」

を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

「
す
い
お
う
」
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
一
種
で
、

葉
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
の

栄
養
素
を
多
く
含
む
野
菜
で
す
。
家
庭
菜

園
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
栽
培
で
き
ま
す
。

■■
苗
価
格　

ポ
ッ
ト
苗
１
個
約
５
０
０
円

■■申
3
月
19
日
○水
ま
で
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ

ン
室
☎
64
‐
５
８
０
３
へ　

■■他

苗
の
引
渡
し
は
４
月
中
旬

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

■■
活
動
期
間　

４
月
１
日
○火
〜
来
年
３
月

31
日
○火　

■■対
高
校
生
以
上
で
月
１
回
程
度

活
動
で
き
る
方
10
人
程
度　

■■内
同
館
展
覧

会
の
準
備
作
業
、
教
育
普
及
事
業
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
等　

■■費
３
５

０
円
（
保
険
料
）　

■■申
３
月
１
日
○土
〜
15

募
集

講
座
・
講
習
会 
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日
○土
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

入
居
時
期
は
５
月
中
旬
以
降

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅
３
Ｄ
Ｋ（
子
育
て
向
け
）
３

美
原
住
宅

３
階•
２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ（
★
）
１

４
階•
２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ（
★
）
１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

３

大
西
住
宅

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ

２

藤島
ふ
じ
な
み

住
宅

木
造
平
屋
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

木
造
２
階
建
長
屋
・
３

Ｄ
Ｋ
（
家
族
向
け
）

１

羽黒
特
定
公
共

賃
貸
住
宅

木
造
平
屋
・
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■■申
３
月
３
日
○月
〜
19
日
○水
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ　

■■他
★
は
単
身
入
居

可
能Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
『
夢
婚
』

　

様
々
な
事
情
で
結
婚
式
を
挙
げ
な
か
っ

た
夫
婦
に
対
し
、
山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協

議
会
は
、
結
婚
式
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

■■対
次
の
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
夫
婦

１
組　

①
県
内
在
住
で
結
婚
式
を
挙
げ
て

い
な
い　

②
今
年
の
12
月
31
日
○水
ま
で
結

婚
式
を
挙
げ
ら
れ
る　

③
メ
デ
ィ
ア
で
の

紹
介
が
可
能
で
あ
る　

■■申
４
月
30
日
○水
ま

で
２
次
元
コ
ー
ド
で　

■■問
同
協
議
会
庄
内

地
区
窓
口
（
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・

サ
ン
）
☎
24
‐
４
６
３
３

管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談

糖
尿
病
健
康
相
談

■■日
３
月
４
日
○火
・
11
日
○火
・
18
日
○火
・
25

日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

■■場
に
こ
♥

ふ
る　

■■対
血
糖
値
が
気
に
な
る

方
等
（
お
お
む
ね
75
歳
ま
で
）　

■■申
健
康

課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
９

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■■日
①
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
３
月
７
日
・

14
日
・
21
日
・
28
日
、
４
月
４
日
の
金
曜

日
午
後
１
時
30
分
・
２
時
45
分　

②
若
者

ひ
き
こ
も
り
相
談
（
■■対
40
歳
未
満
の
方
と

そ
の
家
族
）
…
週
１
回
不
定
期　

■■場
に
こ

♥

ふ
る　

■■定
各
日
２
人　

■■内
①
眠
れ
な
い

日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い

等　

②
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出

ら
れ
な
い
等　

■■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
６

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

■■日
３
月
16
日
○日
午
後
１
時
〜
４
時
45
分　

■■対
結
婚
を
希
望
す
る
方
等
５
組　

■■場
・
■■申
３
月
12
日
○水
ま
で
や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

庄
内
支
所
☎
64
‐
８
８
９
５
へ

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■■日
３
月
28
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■■対
市

内
、
田
川
地
域
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■■場
・
■■申
３
月
27
日
○木
ま
で
東

北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

へ
県
外
か
ら
転
入
す
る
前
に
事

前
相
談
を

　

鶴
岡
に
戻
っ
て
く
る
方
が
身
近
に
い
ま

せ
ん
か
。
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
る
方
（
出

身
者
を
含
む
）
を
「
移
住
者
」
と
し
て
、

支
援
制
度
を
案
内
す
る
な
ど
、
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
食
の
支
援
等
を
受
け
る

た
め
に
は
、
転
入
前
に
「
や
ま
が
た
暮
ら

し
移
住
登
録
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■問
本
所
地
域
振
興
課
☎
35
‐
１

１
９
１

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■■
該
当
地
区　

上
畑
町
、
泉
町　

■■
時
期　

準
備
調
査
…
３
月　

本
調
査
…
５
月
か
ら

１
年
間　

■■問
山
形
県
統
計
企
画
課
☎
０
２

３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

大
宝
館 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　　

展
示
替
え
の
た
め
、
３
月
27
日
○木
は
休

館
し
ま
す
。

■■問
同
館
☎
24
‐
３
２
６
６

日
本
赤
十
字
社
で
は
講
習
会

に
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す

　

救
急
法
等
の
講
習
会
に
講
師
を
派
遣
し

ま
す
。
町
内
会
、
事
業
所
、
学
校
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■■
講
習
内
容　

救
急
法
、
水
上
安
全
法
、

雪
上
安
全
法
、
健
康
生
活
支
援
講
習
、
幼

児
安
全
法　

■■申
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２

５
２
ま
た
は
日
本
赤

十
字
社
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
‐
６
４
１

‐
１
３
５
３
へ

自
動
車
の
検
査
・
登
録
手
続

き
は
お
早
目
に
‼

　

年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
や
登
録
の
手

続
き
が
集
中
す
る
た
め
、
窓
口
が
混
み
合

い
ま
す
。
車
検
や
名
義
変
更
、
抹
消
登
録

等
の
手
続
き
は
早
目
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。

■■
開
庁
日　

月
曜
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

■■問
山
形
運
輸
支
局
☎
０
５
０
‐
５

５
４
０
‐
２
０
１
３
ま
た
は
庄
内
自
動
車

検
査
登
録
事
務
所
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０

‐
２
０
１
４
へ　

■■他
HP

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

相
談

相
談
・
そ
の
他

そ
の
他
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市
外
へ
引
っ
越
す
際
の

簡
単
な
手
続
き
の
方
法
は

　

仕
事
の
都
合
で
、
鶴
岡
市
か
ら
引
っ

越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
忙
し
く
て

市
役
所
に
行
く
時
間
が
な
い
の
で
、
手

続
き
が
簡
単
に
行
え
る
方
法
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

転
出
届
を
提
出
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
転
出
届
（
市
外
へ
の
異
動
届
）

を
、
こ
れ
ま
で
住
ん
で
い
た
市
町
村
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
出
で
き
ま
す
。
転
勤

や
進
学
な
ど
、
他
市
町
村
に
引
っ
越
す

際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
転
入
届
（
他
市
町
村
か
ら
の

異
動
届
）
や
転
居
届
（
市
内
で
の
異
動

届
）
は
、
役
所
窓
口
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

①
窓
口
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
！

QＡ

　

原
則
、
転
出
元
の
役
所
に
は
行
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

②
い
つ
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
！

　

夜
間
や
休
日
な
ど
、
日
時
を
問
わ
ず

に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

③
転
入
先
の
窓
口
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
！

　

引
っ
越
し
先
の
市
町
村
の
役
所
窓
口

で
の
転
入
手
続
き
も
、
事
前
に
持
ち
物

を
確
認
で
き
た
り
、
書
類
の
記
載
が
減

っ
た
り
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

■
手
続
き
の
流
れ

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
マ
イ
ナ
ポ
ー

　

タ
ル
に
ア
ク
セ
ス

　

サ
イ
ト
の
指
示
に
従
い
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
ス
マ
ホ

用
電
子
証
明
書
を
読
み
込
み

ま
す
。

②
届
出
情
報
等
の
入
力
と
電
子
署
名

　

連
絡
先
電
話
番
号
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
新
し
い
住
所
な
ど
を
入
力
し
ま
す
。

そ
の
後
、
電
子
署
名
を
行
っ
て
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
手
続
き
は
終
了
で
す
。

③
引
っ
越
し
先
の
役
所
窓
口
へ

　

届
出
が
受
理
さ
れ
る
と
、
完
了
通
知

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
引
っ
越
し
先
の

市
町
村
の
役
所
窓
口
に
行
き
、「
転
入

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
関
連
の
手
続
き
は
市
HP
▼

●
本
紙
４
ペ
ー
ジ
で
も
関
連

　

情
報
を
ま
と
め
て
い
ま
す

〈
本
所
市
民
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

三川町文化交流館
「アトクのおひなさま展示」●三川町

■■日３月１日○土～４月６日○日午前10時～午後４時　
（月曜日休館）　■■内昭和初期に制作された内裏雛や
物語の場面を描いた趣向人形の展示　■■場・■■問同館
☎66‐5040

旧青山本邸ひなまつり
「庄内雛街道」●遊佐町

■■日４月６日○日までの午前10時～午後４時（４月
１日○火からは午前９時30分～午後４時30分）　■■場
旧青山本邸　■■内青山家に代々引き継がれてきた雛

ひな

道具・古今雛の展示　■■費大人…400円　高校生・
大学生…300円　小・中学生…200円　■■問旧青山
本邸☎0234‐75‐3145または遊佐町教育課☎
0234‐72‐5892へ

箏の音色が彩る
雛めぐりバスツアー●庄内町

■■日３月30日○日午前10時～午後２時30分（庄内町
新産業創造館クラッセ集合）　■■定先着20人　■■内ハ
ナブサ醬油、亀ノ尾の里資料館、清川関所の雛人
形をバスで巡る　■■費3,500円（そば・抹茶付き）　
■■申庄内町観光協会☎0234‐42‐2922

酒田市美術館 特別展
コンドウアキのおしごと展●酒田市

 「リラックマ」「うさぎのモフィ」「ゆめぎんこう」
など世代を超えて愛される作品を作り続けるコン
ドウアキの原画約180点を紹介します。
■■日３月15日○土～５月11日○日午前９時～午後５時
（最終入館は午後４時30分。３月17日○月・24日
○月・31日○月は休館）　■■費大人…1,200円　高校生
…600円　中学生以下…無料　■■場・■■問同館☎023
4‐31‐0095

■
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の

　

こ
こ
が
便
利
！ 

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
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今月の各種相談窓口開設日　３/４～４/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 19日○水14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和７年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：116,524人
　　 （男：56,043人、女：60,481人）
　世帯数：49,453世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

献血　３/４～４/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
３.８○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　   〃 13：30 ～16：00  　　　  〃
        14○金   9：30 ～ 11：00 朝日中央コミュニティセンター
　   18○火 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署
        29○土 10：00～ 12：00 エスモール
　　〃　 13：30 ～16：00 　　〃

休日・平日夜間診療　　　

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　   ＜月曜～土曜日＞ 
　　　　　　①  9：00～12：00　　　   ④ 19：00～21：30
　　　　　　②13：30～17：00
　　　　　　③18：00～21：00
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡を
お願いします。！

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラムは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ
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内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 12日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 19日○水14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土 10：00～15：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和７年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：116,524人
　　 （男：56,043人、女：60,481人）
　世帯数：49,453世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

献血　３/４～４/３
■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
３.８○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　   〃 13：30 ～16：00  　　　  〃
        14○金   9：30 ～ 11：00 朝日中央コミュニティセンター
　   18○火 13：30 ～ 15：30 鶴岡警察署
        29○土 10：00～ 12：00 エスモール
　　〃　 13：30 ～16：00 　　〃

休日・平日夜間診療　　　

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　   ＜月曜～土曜日＞ 
　　　　　　①  9：00～12：00　　　   ④ 19：00～21：30
　　　　　　②13：30～17：00
　　　　　　③18：00～21：00
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 感染症対策のため、来院前に必ず電話連絡を
お願いします。！

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（いじめに関すること） 　　　　　　　 〃 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

青 少 年 相 談 青少年育成センター☎0120‐028‐234 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
子ども総合相談窓口（子育ての悩み等） こども家庭センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
家 庭 児 童 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 　　　　〃　　　　☎26‐7043
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターまたは本所地域包括ケア推進課☎29‐4180へ

↑ホームページは
こちらから

↑インスタグラムは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

■■日＝日時・期日・期間　■■時＝時間　■■場＝場所・会場　■■定＝定員　■■対＝対象・資格　　　　　　　　　■■内＝内容　■■師＝講師・指導　■■費＝費用・料金　■■持＝持ち物　■■申＝申込み　■■問＝問合せ　■■他＝その他　HP＝ホームページ



令
和
７
年
３
月
号
　
N
o
.324

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
つ
る
お
か

　

緩
和
ケ
ア
は
、
が
ん
等
の
病
気
を

持
つ
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
抱

え
る
、
様
々
な
苦
痛
や
つ
ら
さ
を
和

ら
げ
る
た
め
の
医
療
や
ケ
ア
の
こ
と

で
す
。
生
活
の
質
を
改
善
し
、
病
気

と
う
ま
く
付
き
合
え
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。
痛
み
や
息
苦
し
さ
、
不
眠
な

ど
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
治
療
を
は
じ

め
、
不
安
や
気
掛
か
り
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
対
処
法
を
考
え

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
療
養
・
介
護
に

つ
い
て
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
診

断
後
か
ら
病
気
の
時
期
や
治
療
内
容

に
か
か
わ
ら
ず
、
病
院
や
地
域
の
多

職
種
が
協
力
し
て
対
応
し
ま
す
。
が

ん
以
外
に
も
、
心
不
全
や
肺
疾
患
、

神
経
難
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
も
緩
和

ケ
ア
の
対
象
で
す
。

　

療
養
の
過
程
で
は
、
患
者
さ
ん
が

大
切
に
し
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
る

よ
う
に
、
ご
家
族
を
含
め
て
話
し
合

い
ま
す
。「
で
き
る
だ
け
痛
み
や
苦

し
さ
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

「
な
る
べ
く
仕
事
や
趣
味
を
続
け
た

い
」「
ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
庭
を
眺
め

て
過
ご
し
た
い
」
等
、
患
者
さ
ん
の

意
向
を
尊
重
で
き
る
よ
う
一
緒
に
考

え
ま
す
。
ま
ず
は
主
治
医
や
身
近
な

医
療
介
護
職
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
よ
り
元
気
な
と
き
か
ら

自
分
の
も
し
も
の
と
き
を
想
像
し
、

「
大
切
に
し
た
い
こ
と
」
を
家
族
等

や
身
近
な
医
療
者
と
話
し
合
い
伝
え

合
う
「
人
生
会
議
」
も
、
自
分
と
身

近
な
人
の
生
き
方
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　

　
　
荘
内
病
院
の
緩
和
ケ
ア
内
科

　

主
治
医
か
ら
紹
介
を
受
け
た
外
来

・
入
院
患
者
さ
ん
の
緩
和
治
療
を
は

じ
め
、
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

が
ん
や
慢
性
疾
患
に
よ
る
症
状
の
ほ

か
、
が
ん
治
療
後
の
後
遺
症
で
受
診

す
る
方
も
い
ま
す
。
緩
和
ケ
ア
認
定

看
護
師
が
各
科
医
師
と
も
協
働
し
、

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
相
談
役
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

荘内病院の医師が
疑問を解決！

　この連載では、医療の身近な疑問に、荘内病院の様々な
診療科の医師がお答えします。10回目となる今回は、外
科と緩和ケア内科です。
　当院では、令和６年11月からがん予防の啓発を目的と
する取り組みに賛同し、夜間（午後５時～９時）にがんの
シンボルカラーのライトアップを行っています。３月は大
腸がんのシンボルカラーであるダークブルーのライトアッ
プを行います。この機会に、ご自身の健康維持やがん予防
について考えてみませんか。

◯問合せ　荘内病院総務課☎26‐5111

遠
隔
ア
シ
ス
ト
手
術

と
は
？

　

遠
隔
ア
シ
ス
ト
手
術
と
は
、
専
用

の
高
速
通
信
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、

荘
内
病
院
と
千
葉
県
の
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
（
以
下
、
が
ん

セ
ン
タ
ー
）
が
手
術
映
像
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
共
有
し
、
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
先
生
か
ら
口
頭
や
モ
ニ
タ
ー
上
の

図
示
に
よ
る
ア
シ
ス
ト（
遠
隔
支
援
）

を
受
け
な
が
ら
行
う
手
術
で
す
。
が

ん
セ
ン
タ
ー
流
の
手
術
を
鶴
岡
に
い

な
が
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

手
術
の
精
度
が
よ
り
高
く
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　

一
般
病
院
の
試
み
と
し
て
は
荘
内

病
院
が
『
世
界
初
』
で
、
全
国
学
会

等
で
も
大
変
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
研
修
し
て
い

る
若
手
の
外
科
医
に
と
っ
て
も
、
鶴

岡
に
い
な
が
ら
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
手

術
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ

れ
を
目
当
て
に
研
修
を
希
望
す
る
若

手
外
科
医
が
当
院
に
集
う
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
当
科
で
は
早
期
大
腸
が
ん

を
中
心
に
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
先
生

と
も
相
談
し
な
が
ら
遠
隔
ア
シ
ス
ト

手
術
の
適
応
を
決
め
て
い
ま
す
。
全

て
の
大
腸
が
ん
手
術
に
遠
隔
ア
シ
ス

ト
手
術
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
遠
隔
ア
シ
ス
ト
手
術

を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
主
治
医

の
先
生
に
当
院
外
科
へ
の
紹
介
を
相

談
さ
れ
る
か
、
直
接
当
院
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　　
　

荘
内
病
院
の
外
科

　

外
科
で
は
、
お
腹
の
手
術
を
中
心

と
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
が

ん
等
の
予
定
さ
れ
た
手
術
だ
け
で
は

な
く
、
外
傷
や
腹
膜
炎
な
ど
の
緊
急

手
術
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
治
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
最
新
の
治
療

法
と
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

外科医師
坂本 薫

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院

と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
「
遠
隔

ア
シ
ス
ト
手
術
」
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

家
族
が
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け

て
い
て
、
た
ま
に
痛
む
よ
う
で

心
配
で
す
。
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

緩和ケア内科医師
 和泉 典子

vol.10vol.10「遠隔アシスト手術」と「緩和ケア」

外科

つるおかの
医療相談

広報
－連載－

緩和ケア内科

緩
和
ケ
ア
っ
て

何
を
す
る
の
？


